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ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
二
八
一
五
’
一
九
一
五
年
に
か
け
て
ロ
シ
ア
領
で
あ
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
地
域
）
に
お
け
る
企
業
家
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
出
身
階
層
や
民
族
の
点
で
次
の
三
つ
に
大
別
で
き
る
。
｜
つ
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
地
域
に
移
住
し
た
ド
イ
ツ
人
等
の
外
国
人
で
、
技
術
者
や
手
工
業
者
か
ら
企
業
家
と
し
て
成
功
し
た
人
々
で
あ
る
。
二
つめは、ユダヤ系住民で、金融業から工業生産部門に進出
し
て
成
功
し
た
企
業
家
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
、
企
業
経
営
に
乗
り
（１）
出
し
た
進
歩
的
大
貴
族
で
あ
る
。
歴
史
的
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
企
業
家
イ
メ
ー
ジ
に
は
、
前
二
者
が
根
強
い
。
特
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
最
大
の
繊
維
工
業
中
心
た
る
ウ
ッ
チ
エ
業
地
帯
の
企
業
家
に
は
、
ド
イ
ツ
地
域
か
ら
の
移
民
と
は
じ
め
に
’
八
世
紀
末
～
一
九
世
紀
初
頭
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
大
貴
族
に
よ
る
都
市
建
設
と
工
業
化
（
山
田
）
一八世紀末～一九世紀初頭ポーランド人大貴族による都市建設と工業化
Ｉ
ト
マ
シ
ュ
フ
・
マ
ゾ
ヴ
ィ
エ
ッ
キ
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
そ
の
子
孫
が
多
か
っ
た
。
彼
ら
は
主
と
し
て
、
’
八
一
五
’
三
○
年
に
存
在
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
政
府
の
移
民
優
遇
政
策
と
工
業
振
興
政
策
に
よ
っ
て
、
国
外
か
ら
当
該
地
域
に
移
住
し
た
人
々
で
あ
っ
た
。
彼
ら
を
「
典
型
的
な
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
の
企
業
家
」
と
し
て
捉
え
、
王
国
政
府
の
工
業
化
政
策
開
始
ま
で
、
ウ
ッ
チ
エ
業
地
帯
は
（２）
「
ほ
と
ん
ど
無
の
状
況
」
で
あ
っ
た
と
す
る
見
方
が
、
わ
が
国
で
は
広く受け入れられてきた。
これに対して私は、前稿においてウッチエ業地帯の私領
都
市
（
貴
族
の
領
有
す
る
都
市
）
に
着
目
し
て
分
析
し
た
こ
と
に
よ
り
、
王
国
政
府
の
政
策
以
前
に
も
、
当
該
地
域
に
貴
族
に
よ
る
工
業
（３）
化
の
試
み
が
み
ら
れ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
そ
こ
で
は
特
に
、
’
八
一
五’三○年に都市権を獲得した六私領都市（オゾルクフ、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
ズ
ポ
デ
ン
ヴ
ィ
ッ
ェ
、
ズ
ド
ゥ
ン
ス
カ
・
ヴ
ォ
山
田
朋
子七
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ラ
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
フ
、
ト
マ
シ
ュ
フ
・
マ
ゾ
ヴ
ィ
エ
ッ
キ
）
を
取
り
上
げ
分
析
し
た
が
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
残
っ
た
。
そ
の
主
な
問
題
点
と
は
、
｜
、
一
九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
当
該
地
域
の
私
領
都
市
建
設
と
工
業
化
は
、
歴
史
的
に
突
出
し
た
特
殊
な
現
象
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
。
一
一
、
そ
の
実
態
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
三
、
領
主
は
自
領
に
工
場
を
建
設
し
た
の
み
な
ら
ず
、
な
ぜ
都
市
を
新
設
し
た
の
か
。
四
、
貴
族
の
所
領
と
私
領
都
市
の
関
係
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
に
対
し
て
、
本
稿
の
Ｉ
で
は
ま
ず
、
一
八
世
紀
後
半
に
ま
で
遡
っ
て
、
後
に
ウ
ッ
チ
エ
業
地
帯
と
な
る
地
域
に
お
け
る
私
領
都
市
建
設
と
工
業
化
の
歴
史
的
背
景
を
検
討
す
る
。
Ⅱ
以
下
で
は
、
当
該
地
域
の
新
興
私
領
都
市
の
一
つ
、
ト
マ
シ
ュ
フ
・
マ
ゾ
ヴ
ィ
エ
ッ
キ
を
取
り
上
げ
、
所
領
全
体
か
ら
そ
の
形
成
を
見
て
ゆ
く
。
そ
の
際
、
領
主
ア
ン
ト
ニ
・
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
と
、
入
植
者
、
労
働
力
の
構
成
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
領
都
市建設の実態を分析する。
分
析
対
象
と
し
た
ト
マ
シ
ュ
フ
・
マ
ゾ
ヴ
ィ
エ
ッ
キ
は
、
前
述
し
た
他
の
五
私
領
都
市
と
比
較
し
て
、
次
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
た
。
ま
ず
、
当
市
の
領
主
が
、
他
の
都
市
領
主
と
比
べ
て
、
経
済
的
に
富
裕
で
政
治
的
に
も
有
力
な
マ
グ
ナ
１
卜
（
大
貴
族
）
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
六
私
領
都
市
の
中
で
当
市
は
、
比
較
的
遅
く
繊
維
工
業
の
振
興
に
着
手
し
た
。
第
三
に
、
領
主
の
政
治
的
立
場
の
た
め
法
政
史
学
第
五
十
号
に
、
私
領
都
市
で
あ
っ
た
期
間
は
短
か
っ
た
。
そ
の
た
め
領
主
の
活
躍
は
わ
ず
か
数
年
に
凝
縮
さ
れ
、
そ
の
間
に
工
業
都
市
た
る
基
盤
が
形成された。
ポーランドにおける企》栞家研究史では、現代の歴史家Ｉ
・
イ
フ
ナ
ト
ー
ヴ
イ
チ
に
よ
る
ワ
ル
シ
ャ
ワ
有
産
階
級
の
研
究
や
、
Ｒ
・
コ
ウ
ォ
ヂ
ェ
イ
チ
ク
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
系
資
本
家
Ｌ
・
ク
ロ
ー
ネ
ン
ベ
ル
ク
、
鉄
道
王
Ｊ
・
ブ
ロ
ッ
ホ
と
い
っ
た
非
ポ
１
ラ
ン
ド
系
企
（４）
業
家
に
関
す
る
研
究
が
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
貴
族
出
身
企
岼
栗
家
に
つ
い
て
の
研
究
は
皆
無
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
余
（５）
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
研
究
の
偏
り
は
、
貴
族
を
主
に
封
建
領
主
あ
る
い
は
民
族
運
動
の
担
い
手
と
し
て
見
て
き
た
こ
と
に
起
因
す
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
後
進
国
の
工
業
化
開
始
に
お
け
る
政
府
の
役
割
が
重
要
（６）
視
さ
れ
る
中
で
、
貴
族
が
果
た
し
た
役
割
は
そ
の
影
に
隠
さ
れ
、
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
ポ
１
ラ
ン
ド
で
一
九
九
三
年
に
出
版
さ
れ
た
論
文
集
『
一
九
’
一
一
○
世
紀
ボ
ー
（７）
一
フ
ン
ド
に
お
け
る
企
業
家
の
イ
メ
ー
ジ
』
や
『
’
八
’
二
○
世
紀
（８）
ポーーフンドの地主による経済活動』は、従来の企業家像の
見
直
し
を
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
論
文
集
は
、
農
場
経
営
及
び
農
産
物
加
工
業
も
含
め
た
貴
族
に
よ
る
経
済
活
動
に
焦
点
を
あ
て
、
彼
ら
も
ま
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
経
済
を
活
性
化
さ
せ
た
功
労
者
と
し
七
四
Hosei University Repository
て
見
る
視
点
を
前
面
に
出
し
た
。
本
稿
で
扱
う
テ
ー
マ
は
ま
た
、
時
代
区
分
の
問
題
に
も
関
係
す
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
経
済
史
に
お
い
て
は
、
一
八
世
紀
末
の
大
貴
族
中
心
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
期
と
一
八
二
○
年
代
の
保
護
関
税
政
策
（９）
下
の
工
業
発
展
期
と
は
、
連
続
性
が
な
い
と
い
う
見
方
が
あ
る
。
そ
れは、この二つの時期が、国家分割（’七七二、九一一一、九
五
年
）
と
い
う
大
事
件
を
挟
ん
で
政
治
的
に
断
絶
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
う
金
融
機
関
の
破
産
や
工
場
閉
鎖
が
相
次
ぎ
、
前
の
時
代
の
経
済
的
成
果
が
後
の
時
代
に
引
継
が
れ
な
か
っ
た
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
経
済
史
の
重
鎮
で
あ
っ
た
故
Ｗ
・
ク
ー
ラ
は
、
そ
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
、
二
つ
の
時
期
に
お
け
る
労
働
力
の
性
格
の
相
違
を
あ
げ
る
。
即
ち
、
一
八
世
紀
に
は
一
九
世
紀
と
異
な
り
、
自
由
な
労
働
力
が
不
足
し
、
囚
人
や
農
民
の
強
制
労
働
を
使
わ
ざ
る
を
（Ⅲ）
え
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
し
か
し
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
期
末
か
一
ｂ
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
政
府
に
よ
る
工
業
化
開
始
ま
で
、
三
○
年
余
り
し
か
な
い
。
こ
の
三
○
年
間
に
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
生
産
に
し
て
も
労
働
力
の
性
格
に
し
て
も
、
断
絶
と
い
う
ほ
ど
大
変
化
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
’
八
二
○
年
代
に
お
け
る
工
業
生
産
の
急
成
長
は
明
白
な
事
実
だ
が
、
王
国
政
府
の
政
策
に
よ
っ
て
社
会
全
般
が
短
期
間
で
が
ら
り
と
変
わ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
思
う
に
、
こ
の
非
連
続
説
は
、
国
家
分
割
と
い
う
政
’八世紀末～一九世紀初頭ポーランド人大貴族による都市建設と工業化（山田） 治的
要
因
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
社
会
的
な
変
化
は
、
常
に
政
変
と
並
行
し
て
起
こ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
歴
史
学
の
中
で
も
、
両
時
期
の
連
続
性
を
見
よ
う
と
する学者もいる。Ｊ・イェドリッキは、王国政府による工
業化の試みを「失敗」とみたし、イフナトーヴイチは、一
八世紀末から一八二○年代にかけてのこの期間を、「新蓄
（ｕ）
積期」と捉一えている。もし一八二○年代に飛躍的な変化が
み
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
突
如
と
し
て
現
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
一
八
世
紀
か
ら
そ
の
兆
候
は
始
ま
っ
て
い
た
と
考
え
た
ほ
う
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ウ
ッ
チ
エ
業
地
域
の
起
源
に
関
す
る
問
題
は
、
ま
さ
に
こ
の
断
絶
期
を
ど
う
捉
え
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
だ
る
》っｏ本
稿
で
主
に
利
用
し
た
資
料
は
、
Ａ
・
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
に
関
す
（皿）
るＲ・コーナーヴィチのモノグーフフと、オストロフスキが一
八
三
四
年
に
。
ハ
リ
で
出
版
し
た
著
書
『
社
会
改
革
の
必
要
に
つ
い
（旧）て』、一九五○年代に出版された『ウッチエ業地帯都市史
（Ｍ）
（旧）
史
料
集
』
『
ウ
ッ
チ
エ
業
地
帯
労
働
者
階
級
史
史
料
集
』
で
あ
る
。
註（
１
）
拙
稿
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
近
代
社
会
の
形
成
ｌ
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
を
中
心
に
ｌ
」
『
歴
史
学
研
究
』
六
一
一
七
号
、
’
九
九
一
年
一
二
月
参
七五
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照。
（
２
）
藤
井
和
夫
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
近
代
経
済
史
ｌ
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
に
お
け
る
繊
維
工
業
の
発
展
ｌ
』
日
本
評
論
社
、
’
九
八
九
年
、
四
、
’
四二頁。
（
３
）
拙
稿
「
ロ
シ
ア
領
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
私
領
都
市
ｌ
ウ
ッ
チ
エ
業
地
帯
を
中
心
に
ｌ
」
阪
東
宏
編
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
論
集
』
三
省
堂、’九九六年。
（４）閂・毎口Ｐ一○三】○Ｎ》団巨詠Ｅｐｕｐｓｐ、の町ＱＥの汀Ｐ二ｍ円の国田ごＰ
』ヨロ一切・【。］ｏ９日の］ＯＮ］丙》用ぺ）１可①（〔ヒロ、のⅣｐ【Ｃ②註の血。『己｛（‐
○コの「Ｐ三四円の国田ご囚ごｇ》←のごロの。＆ロコロ【。Ｃ計（」田①‐
』①○ｍ）一三四局のＮ四二三口」①の②
（５）例えば］・国閏ごい〔ざ。ご・ミヨ８日柏【ロ「。（国司ｍ・の８‐
［この討日ご｝ご口司、Ｎｐニヨロ」①『函
（６）少・○の同、＆の□す。Ｐ岡可。。○ミロロｐ３ｇｐ「具冒①ｍの旨、慰め‐
８ユロ巳弔｛》、、ｂ①ＲｇｐｏｍＢワロｇｍＰ乞呂》三・炭巳Ｐ、慰め‐
＆ｏ１ＰいＤＢ一口員④「○両ＥＱ・乏閂の田口葛、」①忠・印・ヨ・忠
（７）ｓゴロ、⑯ご「㈹⑩ａの（①亘。、ロビ町ｏｍｂｏＱｐ、ロ㈹①、。８．℃。｛の。①ｇ
』【眉【（’※唾【Ｒ＆⑩討厚ごｏ９門のＱ・因・【○』。□巳の一○Ｎ『六四》三四円、‐
困囚ニョロ」①①い
（８）』計ご［と。○忽町・ｍｂｏａｐ、ＲＱ巴①『ミロコの旨ｐＥｍ〕（の。①Ｓ
』【三国旨Ｊ×い【［亘①討厚ｐｏＱ門の□・三・○口す、ロＰ】□・》【Ｐ『穴○弓‐
印画の、。》【』の］○の」培い
（９）三・【巳Ｐ○℃・ａ＆・・三ｐＨいい四三巴①田》、．□、
（皿）三・【ＢＰｍ両互。①○日ロョミロミミロ＆〔とも。』②Ｒレバ三目
法
政
史
学
第
五
十
号
後
に
ウ
ッ
チ
エ
業
地
帯
と
な
る
地
域
は
、
一
七
九
○
年
１
’
八
二
○
年
に
か
け
て
の
三
○
年
間
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
プ
ロ
イ
セ
ン
、
ワ
ルシャワ公国、ロシアという四つの国家の領域となった。
そ
の
う
ち
プ
ロ
イ
セ
ン
に
は
一
七
九
三
年
’
一
八
○
六
年
に
か
け
て
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
に
は
一
八
○
七
’
’
八
一
四
年
に
か
け
て
属
【己（の討巨や一○門口閂）ご「四門、Ｎ四一己四』ｃｍＰの．□『
（、）］・』の巳』○底》」く苛巨巳冒ｐｂａｇか〔壱（日房ごｏ§ミミＱＲ‐
の＆。ｐ』局ＱＱ弓『三四円のＮ田ご巴①つ」》、○庁》日』【■【８（①討巨》□○口
『の」・の。【】の己のごａ８Ｐ」＠ｍ９，．＄
（皿）因・【○一の三目・聾員○己（〕の弓。ｇの重」『馬‐］西←ｇ凶⑯『。ｓ‐
ヨョＪ【）、ｍの『この一○巨①の㈹。』ｏｑｏミヨ〕ゴミｍ８ＥＱ三（局・員①‐
ｎ万（①町。》二一ｍ『ｍＮＰ二百四骨①①、
（旧）少．。、す。ごくの丙」》、○コこの《ごｏｂｏ＆「Ｎ⑩亘のＲ一○コ『ごＳＥＤＩ
、ｍこの註Ｑ》句口円邑鳳」、廷
（ｕ）国＆ａｓＱ○三の＆○コ曰日日の邑。ｓ註①町○○万、、困巨ｂ月①ゴミ‐
の（ＯＳ①町ｏ８ｘＨ〆ご『・》○℃円．■・【色目目】囚局の穴〉三ｍ円のＮＰごく口
」
①
田
（
以
下
国
困
言
と
略
）
（旧）早ａｓ（』○言（・風二宮〉｝、。Ｃ・言・ｍＱざ（』畳の叱・・雪‐
、町巨も「例①ミヱ印－寒〕８①町Ｐ・口．○・三】の、口］。ごくＰ三日、Ｎ自国
乞田（以下」国患口司と略）
Ｉ
’
八
世
紀
末
～
’
九
世
紀
初
頭
の
ウ
ッ
チ
エ
業
地
域
七
六
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し
た
。
こ
の
三
○
年
間
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
（
及
び
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
）
や
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
い
て
、
工
業
化
開
始
期
で
あ
る
と
同
時
に
、
農
民
問
題
の
解
決
を
中
心
と
し
た
社
会
改
革
期
に
あ
た
っ
て
い
た。ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
第
二
次
分
割
前
か
ら
農
民
問
題
が
討
議
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
具
体
的
な
施
策
が
な
さ
れ
た
の
は
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
時
代
の
十
二
月
勅
令
（
’
八
○
七
年
）
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
令
は
、
農
民
を
人
身
的
隷
属
関
係
か
ら
解
放
し
た
も
の
の
、
地
（１）
主
に
よ
る
農
民
追
放
を
容
認
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
で
は
、
王
領
地
で
は
一
七
九
八
年
に
賦
役
廃
止
法
令
が
、
私
領
地
で
は
一
八
二
、
’
六
年
に
「
調
整
令
」
が
出
さ
れ
、
農
民
賦
役
は
有
償
で
廃
止
さ
れ
た
。
こ
の
間
一
八
○
四
年
に
王
領
地
で
、
’
八
○
七
年
に
は
私
領
地
に
お
い
て
世
襲
隷
民
制
が
廃
止
さ
れ
た
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
改
革
に
よ
り
、
土
地
所
有
者
と
し
て
富
裕
化
し
た
農
民
は
少
（２）
数
で
、
大
半
は
耕
作
地
を
失
い
没
落
し
た
。
一七九○年代、プロイセン領となったポーランド地域の
経
済
は
、
「
黄
金
時
代
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
好
況
に
あ
っ
た
。
穀
価
は
上
が
り
、
信
用
貸
与
は
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
わ
れ
た
。
貴
族
は
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
の
安
価
な
信
用
を
借
り
て
所
領
を
拡
大
し
、
穀
物
生
産
の
増
大
を
図
っ
た
。
工
業
生
産
も
増
大
し
、
本
稿
に
関
連
す
る
毛
織
物
業
は
、
シ
ロ
ン
ス
ク
や
ポ
ズ
ナ
ン
地
方
で
発
展
し
た
。
ま
た
ポ
一八世紀末～’九世紀初頭ポーランド人大貴族による都市建設と工業化（山田） ズナン地方（一七九三’’八○六年プロイセン領、一八○
七
’
’
八
一
四
年
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
領
、
一
八
一
五
’
一
九
一
七
年
プロイセン・ドイツ領）に隣接する、後のウッチエ業地帯
（３）
西部でも、メリノ種羊の牧畜が盛んになった。
し
か
し
プ
ロ
イ
セ
ン
へ
の
併
合
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
毛
織
物
製
品
は
、
よ
り
発
展
し
て
い
る
プ
ロ
イ
セ
ン
西
部
と
の
競
争
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
市
場
に
も
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ポ
ズ
ナ
ン
地
方
製
品
の
市
場
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
国
内
で
は
な
く
東
方
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ポ
ズ
ナ
ン
地
方
西
端
の
あ
る
町
で
は
、
「
毛
織
物
は
モ
ス
ク
ワ
や
中
国
ま
で
売
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
当
地
の
職
人
の
腕
が
良
い
か
ら
だ
」
と
言
わ
（４）
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
好
況
は
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
翌
年
ロ
シ
ア
は
毛
織
物
輸
入
に
禁
止
関
税
を
課
し
、
プ
ロ
イ
セ
ン
も
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
と
の
関
税
戦
争
を
開
始
し
た
。
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
市
場
は
余
り
に
小
さ
かった。またワルシャワ公国成立により、ポーランド産穀
物
輸
出
港
で
あ
っ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
領
下
の
グ
ダ
ン
ス
ク
と
、
関
税
障
壁
に
よ
っ
て
遮
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
穀
物
は
余
り
穀
価
が
暴
落
し
た
。
一
八
○
六
’
二
年
に
か
け
て
穀
価
は
四
○
’
五
○
パ
ー
セ
ン
ト
下
落
し
、
深
刻
な
経
済
不
況
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
、
プ
ロ
イ
セ
ン
時
代
に
領
地
を
抵
当
に
入
れ
て
穀
物
生
産
の
拡
大
七
七
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を
目
指
し
た
貴
族
の
中
に
は
、
借
金
を
返
せ
ず
領
地
を
失
う
者
が
続
（５）
出した。
一
八
一
五
年
に
ウ
ィ
ー
ン
会
議
に
よ
っ
て
新
た
に
引
か
れ
た
国
境
線
は
、
そ
れ
ま
で
ヴ
ィ
エ
ル
コ
ポ
ル
ス
カ
と
し
て
経
済
的
に
一
体
化
し
て
発
展
し
て
き
た
地
方
を
、
プ
ロ
イ
セ
ン
領
（
ポ
モ
１
ジ
ェ
西
部
、
ポ
ズ
ナ
ン
地
地
方
）
と
ロ
シ
ア
領
（
カ
リ
シ
周
辺
）
と
に
分
断
し
た
。
続
い
て
ロ
シ
ア
政
府
の
採
っ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
に
対
す
る
禁
止
関
税
は
、
東
方
市
場
に
向
け
て
生
産
し
て
い
た
ポ
ズ
ナ
ン
地
方
の
職
工
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
。
彼
ら
は
当
時
、
職
人
を
誘
致
し
て
い
た
ロ
シ
ア
領
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
貴
族
や
王
国
政
府
が
出
し
て
い
た
優
遇
措
置
を
利
用
し
て
、
彼
ら
に
と
っ
て
も
と
も
と
馴
染
み
深
か
っ
た
（６）
ポーーフンド王国西部地域に向かったのである。
後
に
ウ
ッ
チ
エ
業
地
帯
と
な
る
地
域
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
西
部
に
位
置
し
、
マ
ゾ
フ
シ
ェ
県
と
カ
リ
シ
県
に
ま
た
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ワ
ル
シ
ャ
ワ
を
含
む
マ
ゾ
フ
シ
ェ
県
は
、
県
別
人
口
で
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
第
一
位
、
カ
リ
シ
県
は
第
二
位
を
占
め
る
、
人
口
密
度
の
最
も
高
い
地
域
で
あ
っ
た
。
一
八
一
五
年
に
は
、
マ
ゾ
フ
シ
ェ
県
と
カ
リ
シ
県
は
あ
わ
せ
て
王
国
面
積
全
体
の
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
全
人口の一一一三。ハーセントを占めていた。また領主地に対する
農
民
保
有
地
の
割
合
で
は
、
王
国
平
均
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
、
カ
リ
シ
県
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
マ
ゾ
フ
シ
ェ
県
六
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
法
政
史
学
第
五
十
号
あ
っ
た
。
ま
た
土
地
な
し
農
の
比
率
で
は
、
王
国
平
均
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
、
カ
リ
シ
県
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
マ
ゾ
フ
シ
ェ
県
六
一
（７）
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
当
該
地
域
が
、
王
国
内
で
は
自
由
な
労
働
力
が
プ
ー
ル
さ
れ
る
可
能
性
の
比
較
的
高
い
地
域
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
分
割
前
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
大
貴
族
た
ち
は
、
一
八
世
紀
前
半
に
は
す
で
に
、
自
領
で
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
生
産
を
始
め
て
い
た。一八世紀後半には彼らの活動はさらに活発化した上、
国
内
の
大
都
市
で
は
、
都
市
民
に
よ
る
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
建
設
が
相
つ
い
だ
。
国
王
も
こ
の
傾
向
を
支
持
し
、
一
七
六
七
年
に
は
株
式
会
社
「
毛
織
物
製
造
会
社
」
が
、
貴
族
や
都
市
民
、
国
王
の
出
資
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
建
設
は
国
中
で
み
ら
れ
た
が
、
そ
の
労
働
力
は
強
制
労
働
に
依
存
す
る
部
分
（８）
が
多
く
、
操
業
期
間
は
短
か
っ
た
。
同
じ
く
一
八
世
紀
前
半
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
貴
族
に
よ
っ
て
戦
争
や
火
災
で
荒
廃
し
た
自
領
の
都
市
を
再
建
し
た
り
、
新
た
に
都
市
を
建
設
す
る
試
み
が
活
発
化
し
て
い
た
。
’
七
五
○
－
九
五
年
ま
で
に
建
設
さ
れ
た
私
領
都
市
は
五
○
を
数
え
た
。
王
領
都
市
も
、
リ
ト
ア
ニ
ア
財
務
大
臣
Ａ
・
テ
ィ
ゼ
ン
ハ
ウ
ス
の
も
と
で
新
設
ま
た
は
再
建
さ
れ
た
。
し
か
し
新
都
市
建
設
の
点
で
は
、
王
領
都
市
よ
り
私
（９）
領
都
市
の
方
が
数
の
上
で
は
る
か
に
優
っ
て
い
た
。
た
だ
し
王
領
で
．
七
八
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も
私
領
で
も
都
市
の
建
設
・
再
建
と
工
業
化
は
、
所
領
か
ら
の
増
収
を
計
る
と
い
う
点
で
、
同
一
の
方
向
性
を
持
っ
て
い
た
。
後
の
ウ
ッ
チ
エ
業
地
帯
で
も
、
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
や
私
領
都
市
の
建
設
・
再
建
が
多
く
見
ら
れ
た
。
’
七
三
八
年
に
都
市
権
を
得
た
ベ
ウ
ハ
ー
ト
フ
で
は
、
一
八
○
一
年
に
領
主
が
毛
織
物
職
人
を
呼
び
寄
せ
、
織
物
工
場
や
製
油
工
場
が
建
て
ら
れ
た
。
’
八
○
七
、
二
年
に
は
、
オ
ゾ
ル
ク
フ
ニ
八
一
六
年
都
市
権
獲
得
）
の
領
主
が
毛
織
物
職
人
を
招
い
て
契
約
を
結
び
、
そ
の
契
約
内
容
は
、
後
に
政
府
に
よ
る
入
植
者
へ
の
対
応
の
模
範
と
な
っ
た
。
’
八
一
五
年
に
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
フ
（
一
八
一
三
年
都
市
権
獲
得
）
の
領
主
と
ブ
ジ
ェ
ジ
ー
ヌ
ィ
の
領
主
が
そ
れ
ぞ
れ
ド
イ
ツ
人
毛
織
物
職
人
を
町
に
招
き
、
後
者
に
は
二
百
人
が
入
植
し
た
。
一
八
二
○
年
に
は
ポ
デ
ン
ビ
ッ
ェ
（
一
八
一
三
年
都
市
権
獲
得
）
の
領
主
が
、
翌
年
に
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
フ
ニ
八
三
○
年
都
市
権
獲
得
）
領
主
が
町
に
入
植
者
を
募
っ
た
。
ま
た
同
年
に
都
市
権
を
得
た
工
業
都
市
ズ
ド
ゥ
ン
ス
カ
・
ヴ
ォ
ラ
ニ
七
七
三
年
市
場
開
催
権
獲
得
、
一
八
一
一
五
年
都
市
権
獲
得
）
領
主
も
、
一
九
世
紀
初
頭
に
は
商
人
や
手
工
業
者
を
集
め
つ
つ
あ
っ
た
。
’
八
一
五
年
に
都
市
権
を
獲
得
し
た
バ
ー
ビ
ア
ッ
ク
で
も
、
’
九
世
紀
初
頭
、
領
主
が
自
領
に
毛
織
物
職
人
を
呼
び
寄
せ
て
い
た
。
毛
織
物
業
は
、
政
府
所
有
都
市
ド
ン
ピ
ェ
で
も
一
八
世
紀
か
ら
生
産
が
行
法
政
史
学
第
五
十
号
八○
（皿）
なわれていた上」される。一八一六’一七年のポーランド王
国
国
家
参
事
会
か
ら
皇
帝
へ
の
報
告
書
に
も
、
「
カ
リ
シ
、
ス
キ
ェ
ル
ニ
ェ
ヴ
ィ
ッ
ェ
、
オ
ゾ
ル
ク
フ
、
ヴ
ィ
シ
ョ
グ
ロ
ッ
ト
、
パ
ー
ビ
ア
ッ
ク
、
ズ
ギ
エ
シ
、
コ
ー
ン
に
は
、
織
物
工
場
が
あ
り
、
多
く
の
職
人
や
道
具
や
材
料
の
備
蓄
を
必
要
と
し
て
い
る
」
と
書
か
れ
て
い
（Ⅱ）た。当
該
地
域
の
都
市
と
繊
維
工
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
繊
維
工
業
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
が
、
一
七
八
五
’
九
五
年
、
ウ
ォ
ヴ
ィ
チ
と
ス
キ
ェ
ル
ニ
ェ
ヴ
ィ
ッ
ェ
の
町
に
存
在
し
て
い
た
。
マ
ゾ
フ
シ
ェ
県
西
部
に
位
置
し
て
い
た
こ
の
二
都
市
は
、
後
の
ウ
ッ
チ
エ
業
地
域
の
私
領
都
市
と
工
業
化
の
特
徴
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
の
で
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
工
場
が
建
設
さ
れ
た
二
都
市
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
王
の
弟
で
愛
国
主
義
者
で
あ
っ
た
、
大
司
教
ミ
ハ
ウ
・
ポ
ニ
ャ
ト
フ
ス
キ
の
所
有
と
な
っ
て
い
た
。
彼
は
、
首
座
大
司
教
に
就
任
し
た
一
七
八
五
年
、
自
領
の
工
業
化
を
目
指
し
、
領
内
の
二
都
市
に
工
場
を
建
設
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
当
初
の
計
画
は
、
非
常
に
大
雑
把
で
非
現
実
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
大
司
教
は
、
ま
ず
ス
キ
ェ
ル
ー
ー
ェ
ヴ
ィ
ッ
ェ
に
、
「
妻
子
、
徒
弟
を
伴
っ
た
百
人
の
毛
織
物
職
人
を
連
れ
て
き
て
、
各
自
に
家
屋
、
庭
地
、
雌
牛
飼
育
の
自
由
を
与
え
、
毎
年
二
’
四
ズ
ウ
ォ
ー
テ
ィ
の
地
代
を
取
る
。
．
…
：
（
工
業
化
に
は
）
そ
れ
ほ
ど
多
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額
の
資
金
は
い
ら
な
い
だ
ろ
う
。
…
…
百
人
の
職
人
が
妻
子
を
連
れ
て
き
た
ら
町
の
人
口
は
増
大
し
、
活
気
づ
く
だ
ろ
う
。
消
費
税
は
増
大
す
る
だ
ろ
う
。
工
場
が
う
ま
く
行
け
ば
収
入
も
増
え
る
だ
ろ
う
。
（旧）
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
貧
者
を
助
け
な
け
れ
ば
な
》
ｂ
な
い
。
」
そ
こ
で
計
画
責
任
者
は
、
ヴ
ィ
エ
ル
コ
ポ
ル
ス
カ
地
方
の
貧
し
い
職
人
に
呼
び
か
け
、
職
人
一
人
あ
た
り
三
百
’
四
百
ズ
ウ
ォ
ー
テ
ィ
を
支
給
し
た
た
め
、
四
○
家
族
が
到
来
し
た
。
さ
ら
に
工
場
長
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
技
術
者
を
招
い
た
。
一
七
八
六
年
、
初
め
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
地
を
踏
ん
だ
こ
の
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
手
記
の
中
で
、
当
地
で
は
、
牧
畜
面
積
が
小
さ
く
、
穀
物
作
付
面
積
が
大
き
い
こ
と
に
驚
い
て
い
（旧）る。
こ
の
こ
と
か
ら
当
時
、
ポ
ー
ー
フ
ン
ド
で
は
牧
羊
が
発
達
し
始
め
た
と
い
っ
て
も
、
西
欧
と
比
べ
れ
ば
規
模
は
ま
だ
ご
く
小
さ
い
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
資
本
金
と
し
て
、
ス
キ
ェ
ル
ニ
ェ
ヴ
ィ
ッ
ェ
エ
場
に
は
三
○
万
ズ
ウ
ォ
ー
テ
ィ
が
大
司
教
の
資
産
か
ら
支
払
わ
れ
た
。
ウ
ォ
ヴ
ィ
チ
エ
場
は
株
式
会
社
と
し
、
九
○
万
ズ
ウ
ォ
ー
テ
ィ
の
資
本
金
は
、
｜
株
四
○
○
○
ズ
ウ
ォ
ー
テ
ィ
、
一
三
五
株
で
、
富
裕
な
貴
族
や
都
市
民
に
売
り
出
さ
れ
た
。
株
購
入
者
に
は
、
後
述
す
る
ト
マ
シ
ュ
・
オ
ス
（Ｍ）
ト
ロ
フ
ス
キ
も
連
な
っ
て
い
た
。
単
純
労
働
力
に
は
、
大
司
教
領
の
農
民
賦
役
が
当
て
ら
れ
た
が
、
領
地
の
監
督
官
は
領
主
農
場
へ
の
労
働
に
影
響
す
る
と
し
て
、
工
場
’
八
世
紀
末
～
一
九
世
紀
初
頭
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
大
貴
族
に
よ
る
都
市
建
設
と
工
業
化
（
山
田
） 長と
対
立
し
た
。
紡
績
工
場
女
工
も
、
農
閑
期
の
他
は
不
足
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
労
働
者
の
賃
金
は
一
家
の
生
活
を
支
え
る
に
は
安
す
ぎ
、
い
っ
た
ん
手
に
し
た
現
金
も
、
地
代
と
し
て
ま
た
領
主
に
返
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
労
働
意
欲
は
低
か
っ
た
。
全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
職
人
も
、
工
場
労
働
者
と
し
て
の
意
識
は
低
く
、
当
地
の
ギ
ル
ド
に
加
入
し
、
注
文
に
応
じ
て
生
産
し
よ
う
と
し
た
。
特
に
親
方
は
工
場
と
自
由
契
約
を
結
び
、
そ
れ
が
破
ら
れ
る
と
逃
げ
出
す
あ
（旧）
り様だった。
国
内
市
場
は
狭
か
っ
た
が
、
工
場
が
創
業
し
て
い
た
間
は
軍
隊
や
警
察
の
注
文
が
あ
り
、
ウ
ォ
ヴ
ィ
チ
に
は
製
品
を
売
る
店
も
あ
っ
た
。
し
か
し
一
七
九
四
年
、
大
司
教
は
コ
シ
チ
ュ
ー
シ
コ
蜂
起
の
さ
（肥）
な
か
に
亡
く
な
り
、
翌
年
工
場
は
閉
鎖
さ
れ
た
。
そ
の
後
国
家
の
消
滅
と
深
刻
な
不
況
の
中
で
、
政
府
に
よ
る
経
済
活
動
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
政
府
成
立
ま
で
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
私
領
主
に
よ
る
工
場
設
立
や
都
市
建
設
は
続
い
た
。
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た
。
先
祖
代
々
か
ら
あ
っ
た
ル
ブ
リ
ン
地
方
の
所
領
の
他
に
、
後
に
ト
マ
シ
ュ
フ
・
マ
ゾ
ヴ
ィ
エ
ッ
キ
と
な
る
地
を
含
む
ウ
ャ
ズ
ド
領
を
彼
が
得
た
の
は
、
妻
の
婚
資
（
形
式
的
に
は
一
七
八
六
年
、
姑
か
ら
購
入
）
と
し
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
ウ
ヤ
ズ
ド
領
に
は
、
小
都
市
ウ
ャ
ズ
ド
の
他
、
九
力
村
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
ト
マ
シ
ュ
は
毎
年
の
よ
う
に
周
辺
地
域
の
村
を
購
入
し
た
た
め
、
一
九
世
紀
初
頭
に
は
一
五
力
村
に
拡
大
し
た
。
同
時
期
彼
の
所
領
全
体
は
、
四
都
市
四
八
力
村
を
教
え
た
。
ト
マ
シ
ュ
は
ウ
ヤ
ズ
ド
領
に
製
鉄
所
を
建
設
し
た
他
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
領
地
内
で
は
製
粉
所
や
ビ
ー
ル
エ
場
を
建
設
し
た
り
、
桑
の
木
栽
培
や
大
規
模
牧
畜
を
計
画
し
、
オ
デ
ッ
サ
に
は
穀
物
倉
庫
を
建
設
す
る
等
、
常
に
所
領
の
工
業
化
や
経
営
拡
大
を
図
っ
（２）
て
い
た
。
こ
う
し
て
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
家
は
、
異
例
の
出
世
を
と
げ
た
ト
マ
シ
ュ
の
代
に
、
名
実
共
に
マ
グ
ナ
ー
ト
と
な
っ
た
。
ア
ン
ト
ニ
は
、
父
ト
マ
シ
ュ
と
母
ア
ポ
ロ
ー
ニ
ャ
と
の
間
に
で
き
た
十
人
兄
弟
（
弟
六
人
姉
妹
四
人
）
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
父
は
長
男
の
教
育
に
熱
心
で
、
家
庭
に
は
常
に
愛
国
的
雰
囲
気
が
満
ち
て
い
た
。
長
じ
て
後
、
ア
ン
ト
ニ
は
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学
に
学
び
、
外
国
の
鉱
業
を
見
学
し
て
回
っ
た
。
帰
国
後
、
彼
は
父
の
指
導
下
に
所
領
経
営
を
手
伝
い
、
一
八
○
五
年
、
父
か
ら
ウ
ャ
ズ
ド
領
を
譲
ら
れ
た。ア
ン
ト
ニ
の
生
涯
は
波
乱
に
満
ち
、
常
に
時
代
の
流
れ
の
中
心
に
一
八
世
紀
末
～
一
九
世
紀
初
頭
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
大
貴
族
に
よ
る
都
市
建
設
と
工
業
化
（
山
田
） あっ
た
。
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
時
代
に
は
、
彼
は
国
会
議
員
を
勤
め
る
と
同
時
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
近
衛
兵
と
な
っ
た
。
ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
戦
い
で
彼
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
軍
の
捕
虜
と
な
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
｜
世
の
援
助
に
よ
り
釈
放
さ
れ
た
。
そ
の
後
彼
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
大
貴
族
Ａ
・
チ
ャ
ル
ト
ル
ィ
ス
キ
を
助
け
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
設
立
に
関
与
し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
に
お
い
て
彼
は
、
上
院
議
員
と
な
る
が
、
ロ
シ
ア
皇
帝
の
弟
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
大
公
と
対
立
し
、
十
一
月
蜂
起
（
’
八
三
○
’
三
一
年
）
の
首
謀
者
の
一
人
と
な
っ
た
。
蜂
起
に
お
い
て
彼
は
、
弟
と
共
に
軍
司
令
官
と
し
て
戦
っ
た
。
し
か
し
蜂
起
は
敗
北
し
、
ア
ン
ト
ニ
は
死
刑
を
求
刑
さ
れ
た
た
め
、
パ
リ
へ
の
亡
命
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
パ
リ
で
は
、
故
国
を
追
わ
れ
続
々
と
集
ま
っ
て
き
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
亡
命
者
た
ち
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
、
著
作
・
出
版
活
動
を
行
な
い
、
一
八
四
五
年
（３）
に没した。
故
国
に
お
け
る
ア
ン
ト
ニ
の
工
業
振
興
の
努
力
は
、
当
時
の
国
際
状
況
の
現
実
的
な
把
握
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
た
。
ア
ン
ト
ニ
に
よ
れ
ば
、
「
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
木
材
と
穀
物
を
必
要
と
し
て
い
た
問
は
、
農
業
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
富
と
繁
栄
の
最
大
の
源
で
あ
っ
た
。
今
日
で
は
事
情
は
変
わ
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
毎
年
穀
物
を
送
っ
て
い
た
国
々
は
、
国
内
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
国
々
は
自
国
の
農
業
を
改
善
し
よ
う
と
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
穀
物
八
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に
頼
っ
て
い
た
状
況
か
ら
永
遠
に
抜
け
出
そ
う
と
し
て
い
る
…
…
今
後
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
農
業
国
で
あ
り
続
け
、
手
工
業
は
ド
イ
ツ
人
や
イ
ギ
リ
ス
人
に
任
せ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
穀
物
を
売
り
続
け
れ
ば
良
い
と
い
う
よ
う
な
、
旧
態
依
然
た
る
妄
想
の
ま
ま
生
き
る
の
は
も
は
や
（４）
安
全
で
は
な
い
。
」
こ
の
よ
う
な
、
工
業
発
展
こ
そ
が
国
の
繁
栄
を
導
く
と
い
う
彼
の
考
え
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
大
蔵
大
臣
Ｋ
・
ル
ベ
ッ
キ
ー
ド
ル
ッ
キ
の
立
場
と
斬
を
一
に
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
当
時
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
農
業
発
展
の
み
に
尽
力
す
る
べ
き
で
、
工
業
化
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
根
強
か
っ
た
。
当
時
の
著
名
な
経
済
学
者
Ｗ
・
ス
ト
ロ
イ
ノ
フ
ス
キ
は
、
「
農
業
の
み
が
全
て
の
財
源
で
あ
り
、
：
：
：
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
工
場
を
建
て
る
の
は
国
の
自
然
な
発
展
を
阻
害
す
る
」
と
し
て
、
工
業
化
に
反
対
した。オス
ト
ロ
フ
ス
キ
は
さ
ら
に
、
工
業
こ
そ
が
農
業
を
発
展
さ
せ
、
農
民
の
生
活
水
準
を
上
げ
得
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
農
民
は
地
代
を
貨
幣
で
支
払
え
る
よ
う
に
な
り
、
最
終
的
に
は
土
地
の
所
有
者
と
し
て
解
放
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
「
工
業
を
発
展
さ
せ
れ
ば
農
業
は
救
わ
れ
る
。
政
治
の
波
に
も
条
約
に
も
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
な
（５）い」
と
す
る
彼
の
信
念
こ
そ
、
ウ
ヤ
ズ
ド
領
経
営
の
基
本
方
針
と
な
っ
た
。
し
か
し
ア
ン
ト
ー
ー
の
こ
の
よ
う
な
意
見
も
、
王
国
の
地
主
全
体
の
中
で
は
少
数
派
に
属
し
、
工
業
化
は
農
民
の
生
活
を
代
償
と
法
政
史
学
第
五
十
号
し
て
発
展
す
る
も
の
だ
と
い
う
意
見
が
多
く
み
ら
れ
た
。
ア
ン
ト
ニ
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
政
府
の
保
護
関
税
政
策
は
歓
迎
し
て
い
た
が
、
王
国
政
府
が
直
接
工
場
の
建
設
や
経
営
に
か
か
わ
る
こ
と
に
は
反
対
し
て
い
た
。
「
私
企
業
間
の
競
争
は
何
ら
か
の
結
果
を
生
む
が
、
官
営
企
業
と
私
企
業
間
の
競
争
は
最
悪
だ
。
官
営
企
業
は
工
場
を
建
設
し
て
莫
大
な
損
失
を
公
的
金
庫
に
与
え
て
も
知
ら
ぬ
顔
だ
が
、
私
企
業
に
は
同
様
の
方
法
は
許
さ
れ
な
い
。
」
自
由
競
争
を
標
傍
す
る
ア
ン
ト
ニ
の
目
に
は
、
ウ
ッ
チ
エ
業
地
帯
で
展
開
さ
れ
（６）
た
政
府
の
工
業
化
活
動
は
、
誤
っ
た
政
策
に
う
つ
っ
た
。
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
は
ま
た
、
ユ
ダ
ヤ
人
解
放
論
者
で
あ
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
は
当
時
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
地
域
全
人
口
の
約
一
割
を
占
め
、
商
工
業
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
が
、
様
々
な
制
限
の
も
と
に
暮
ら
し
て
い
た
。
彼
ら
を
解
放
し
よ
う
と
い
う
ア
ン
ト
ニ
の
よ
う
な
意
見
は
、
当
時
の
社
会
の
中
で
は
少
数
で
あ
っ
た
。
一
八
一
四
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
答
え
た
貴
族
地
主
の
中
に
は
、
農
民
の
貧
困
の
原
因
を
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
農
民
に
飲
酒
を
促
し
て
い
る
こ
と
に
（７）
求
め
る
者
が
多
か
っ
た
。
地
理
学
者
で
工
業
化
支
持
者
で
あ
り
、
愛
国
的
開
明
的
な
政
治
家
と
し
て
名
高
い
Ｓ
・
ス
タ
シ
ッ
ッ
で
さ
え
、
「
ユ
ダ
ヤ
人
は
今
や
、
国
中
で
我
々
と
共
に
住
み
、
我
々
に
害
を
与
（８）
》えている」と主張していた。ウッチエ業地帯の工業化責任
者
で
あ
る
マ
ゾ
フ
シ
ェ
県
知
事
Ｒ
・
レ
ン
ピ
ェ
リ
ン
ス
キ
も
、
「
（
ユ
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ダ
ヤ
人
は
）
農
民
に
と
っ
て
恐
ろ
し
い
病
原
菌
で
あ
る
。
道
義
心
に
（９）
欠け、残刃凹であり、村から徹底的に追い出すべきだ」とし
た
。
ス
タ
シ
ッ
ッ
も
レ
ン
ビ
ェ
リ
ン
ス
キ
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
諸
都
市
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
居
住
区
を
設
け
彼
ら
を
隔
離
す
る
こ
と
を
奨
励
し
ていた。
こ
れ
ら
の
態
度
や
意
見
に
対
し
ア
ン
ト
ニ
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
解
放
と
同
化
の
必
要
を
説
き
、
彼
ら
の
有
用
性
を
認
め
な
い
の
は
、
国
の
経
済
に
と
っ
て
大
損
害
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
「
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
神
秘
的
に
整
備
さ
れ
た
彼
ら
だ
け
の
架
空
の
政
治
組
織
の
中
で
、
独
自
の
言
語
、
利
益
、
交
通
手
段
を
持
っ
て
い
る
。
…
…
ユ
ダ
ヤ
人
は
わ
が
国
の
劣
悪
な
組
織
の
た
め
に
有
害
視
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
を
う
ま
く
方
向
づ
け
ら
れ
れ
ば
、
有
用
と
な
ろ
う
。
私
の
工
場
の
急
激
な
発
（旧）
展
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
」
後
述
す
る
よ
う
に
、
彼
に
と
っ
て
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
彼
の
所
領
に
お
い
て
、
商
業
を
営
み
、
工
業
用
原
料
や
資
金
を
調
達
し
て
く
れ
る
不
可
欠
の
存
在
で
あ
っ
た
。
Ｔ育つＴ註
邑一ノ、_ノミー〆里_〆
’
八
世
紀
末
～
’
九
世
紀
初
頭
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
大
貴
族
に
よ
る
都
市
建
設
と
工
業
化
（
山
田
）
罰・【。←のごａ目〉〔さ・巳（・》、・屋ｌ」一
目①（ａ．ごＰ〕の
『①（＆．．？□つ１国一
因・【。←のご己目》一勺。、］⑪」『の【ｏｐＱＢ局Ｎｐのレロ一○日の、○○ｍ‐
アントニが父から一八○五年に譲られたウヤズド領は、
一
八
○
六
年
以
来
続
い
た
戦
禍
に
よ
っ
て
荒
廃
し
て
い
た
。
当
時
ポ
ズナンーワルシャワ間の地域は、プロイセン軍やロシア軍
の
通
り
道
と
な
っ
て
お
り
、
’
八
○
七
年
春
に
は
次
の
よ
う
な
様
相
す。ョ、重の、。》》し酉ビ巳。○忽町。、【》。＆弓月Ｑ…》、．、①
（ＲＪ）冒す」ｇ・》の。①Ｃ
（６）シ・○、可。ごく、丙】》日〕・日＆．》の」全
（７）国・の一回目【〕のごく】○Ｎ》（の田］四○可一四－日のロ】】色ロ］のごくのご己の←］の、ロ丙』‐
のご暑さの○】巴后宣の］」②」一同・）》凶一⑩。且ロゴの旨Ｃ○出Ｕｏ貯互の目弓助‐
』や〈団・ロ。□円のｑ・』・伊のの国宍」のご己○Ｎ。ごくの〕》ご『四門、Ｎｐごくロ］①、９
ｍ。」』①
（８）喚堕冨凰ｏｏｂ、バピ同三目計の御討・ミミ・のＢｕｓ旨（
の、。（』》皮■ｏ討匡、丙）○の○．肘冨←Ｐ目戸ＤＣビ巴雨、｛〕。『⑥ｎ脚の司巴Ｅ屋
屋⑫§§の『三ｍ三ｓ》三日匝国巴国臣守．．ｍ・窟囚
（９）因・因の【ロ宮の」目印｝口》（句司○一の宣己。｝の己閏の口旨の宮口巨看さの‐
臼且印画の、。ごく【巴、、ごａの三日のＮ巴『、宣口】）》河ミコミコ＆
罰①ョ亘⑩閂冒の註》］⑩明○月Ｑ、〕『（「の叱○９，℃（い『周①切己》三日、‐
国Ｐごく四』ＣｍＰの。」『」
（、）シ・○、す。急の宮》〔Ｂ・凰畔・・の」←Ｐ底』》【○一のごａ８マレ・
（〕の（、ｏｓＣｍ汀（・・・》ぬ。」、」
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を
呈
し
て
い
た
。
「
街
道
沿
い
の
村
に
は
、
野
営
の
焚
火
用
に
解
体
さ
れ
》
つ
ち
捨
て
ら
れ
た
小
屋
が
、
煙
突
だ
け
を
ぽ
つ
ん
と
突
き
出
し
あ
ち
こ
ち
で
残
骸
を
さ
ら
し
て
い
る
。
シ
ラ
フ
タ
の
邸
は
空
で
、
ガ
ラ
ス
は
割
れ
、
束
ね
ら
れ
た
穀
物
は
開
け
放
し
の
納
屋
に
置
き
ざ
り
に
な
っ
て
い
る
。
通
り
か
か
る
村
人
も
な
く
乞
食
す
ら
稀
だ
。
土
地
（ｌ）
は耕した跡もなく家畜もいない。」
戦
禍
に
よ
る
ウ
ヤ
ズ
ド
領
の
被
害
総
額
は
二
五
万
ズ
ウ
ォ
ー
テ
ィ
に
も
達
し
、
所
領
か
ら
の
収
入
は
激
減
し
た
。
ア
ン
ト
ニ
の
借
金
も
（２）
一五万ズウォーーナィに増大した。このような中で、領地農
民
の
義
務
は
強
化
さ
れ
た
。
「
賦
役
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
民
族
精
神
に
反
（３）
する」と考えていたアントニの所領です『ｂ、農民から貨幣
地
代
を
徴
収
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
賦
役
が
地
代
の
中
心
で
あ
っ
た
。
ウ
ャ
ズ
ド
領
は
一
八
一
四
年
当
時
、
面
積
九
○
四
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
〔森林面積五一一パーセント、耕地三一一。ハーセント（うち領
主
地
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
草
地
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
（
領
主
地
一
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
庭
地
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
（
領
主
地
○
・六九パーセント）〕であったが、アントーーが計画的に領
地を購入した結果、一八三○年には領地面積は一一一一。ハーセ
ン
ト
拡
大
し
た
。
領
内
の
フ
ォ
ル
ヴ
ァ
ル
ク
（
領
主
直
営
農
場
）
数
は
、
一
九
世
紀
初
頭
に
は
五
で
あ
っ
た
が
、
’
八
二
○
年
代
半
ば
に
法
政
史
学
第
五
十
号
（４）
は八、’八一一一○年には一二に増加した。
所
領
管
理
の
中
心
地
は
、
ト
マ
シ
ュ
が
邸
を
置
い
て
い
た
小
都
市
ウ
ャ
ズ
ド
で
あ
っ
た
。
ウ
ヤ
ズ
ド
に
は
、
「
冬
に
は
靴
を
つ
く
っ
た
り
荷
馬
車
を
御
し
、
夏
に
は
農
業
を
営
む
数
十
人
の
住
民
と
、
小
商
い
や
屋
台
を
営
む
一
五
○
人
程
の
ユ
ダ
ヤ
人
」
が
居
住
し
て
お
り
、
（５）
住民の多／＼は領主地の賦役労働を課されていた。
ウ
ヤ
ズ
ド
近
郊
に
は
工
業
集
落
ア
ン
ト
リ
ン
が
あ
っ
た
。
当
地
に
は
、
鉄
鉱
石
の
鉱
床
が
あ
り
一
八
世
紀
末
か
ら
鉄
工
所
で
働
く
労
働
（６）
者が居住していたが、戦争で大土己な被害を受けた。後に都
市
権
を
得
る
ト
マ
シ
ュ
フ
（
町
の
名
は
父
の
名
ト
マ
シ
ュ
か
ら
採
ら
れ
た
）
は
、
こ
の
鉄
鉱
石
鉱
床
に
近
い
上
、
ヴ
ル
ポ
ル
カ
川
に
も
近
く
、
豊
富
な
水
力
を
工
業
用
水
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
。
｜
方
、
ウ
ャ
ズ
ド
は
水
の
便
が
悪
く
、
工
業
に
は
不
適
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
八
一
七
年
に
ウ
ヤ
ズ
ド
に
や
っ
て
き
た
毛
織
物
工
の
グ
ル
ー
プ
が
、
土
地
を
不
適
と
し
て
他
地
域
に
移
っ
て
し
ま
つ
（７）た。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
工
業
を
所
領
経
営
の
柱
と
す
る
ア
ン
ト
ニ
は
、
所
領
の
中
心
地
を
ウ
ャ
ズ
ド
か
ら
ト
マ
シ
ュ
フ
に
移
転
し
よ
うと計画した。
アントーー・オストロフスキは、ウャズド領を次の一一一つの
地
域
に
分
け
て
経
営
す
る
青
写
真
を
抱
い
て
い
た
。
ま
ず
、
ト
マ
シ
ュ
フ
と
、
鉄
工
所
の
あ
る
集
落
ア
ン
ト
リ
ン
を
中
心
と
し
た
商
工
八
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業
地
域
。
こ
こ
で
は
繊
維
工
業
と
鉄
工
業
の
発
展
に
努
力
す
る
。
そ
の
住
民
に
は
、
農
地
ニ
モ
ル
グ
）
を
割
り
当
て
て
耕
作
さ
せ
る
。
第
二
に
、
農
業
と
工
業
と
の
中
間
地
域
。
こ
こ
で
は
野
菜
や
工
業
用
作
物
な
ど
の
商
品
作
物
栽
培
が
促
進
さ
れ
た
。
こ
の
地
域
は
、
「
中
間
的
な
」
手
工
業
者
、
特
に
毛
織
物
工
の
集
住
地
と
し
て
期
待
さ
れ
た
。
第
三
は
農
業
地
域
。
こ
こ
で
は
地
代
の
金
納
化
と
農
民
へ
の
暫
時
的
な
所
有
権
移
譲
が
図
ら
れ
た
。
た
だ
し
「
領
主
の
損
失
は
最
小
限
に
、
か
つ
文
化
的
水
準
や
農
民
の
状
態
は
最
高
に
」
す
る
と
い
う
前
提
で
あ
っ
た
。
ア
ン
ト
ニ
は
、
こ
の
三
つ
の
地
域
の
他
に
、
十
一
月
蜂
起
直
前
に
は
、
蜂
起
の
戦
力
と
し
て
兵
士
Ⅱ
農
民
居
住
地
を
設
（８）
けることも考彦えていた。
こ
の
計
画
を
み
る
と
、
ア
ン
ト
ニ
が
、
工
業
化
と
貨
幣
経
済
の
浸
透
を
目
指
し
た
近
代
的
所
領
経
営
を
行
な
お
う
と
す
る
中
で
、
常
に
工
業
と
農
業
の
未
分
化
状
態
を
是
認
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
述
の
よ
う
に
彼
は
、
工
業
発
展
が
農
民
の
現
金
収
入
獲
得
の
機
会
を
増
大
し
、
ひ
い
て
は
貨
幣
地
代
の
徴
収
を
可
能
と
す
る
、
と
考
え
て
（９）
い
た
。
即
ち
労
働
者
へ
の
賃
金
は
、
地
代
の
形
で
領
主
の
懐
に
戻
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
ま
た
当
時
、
工
場
の
熟
練
労
働
者
と
い
っ
て
も
そ
の
多
く
は
、
農
業
を
副
業
と
す
る
手
工
業
者
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
一
八
世
紀
末
、
自
分
の
工
場
に
招
く
職
工
の
モ
デ
ル
を
、
「
自
家
で
農
（⑩）
耕
も
す
る
職
人
」
と
し
た
ウ
ォ
ヴ
ィ
チ
の
領
主
と
の
類
似
性
を
見
る
一
八
世
紀
末
～
一
九
世
紀
初
頭
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
大
貴
族
に
よ
る
都
市
建
設
と
工
業
化
（
山
田
） ことができる。
所
領
経
営
の
統
括
者
は
、
領
主
ア
ン
ト
ニ
で
あ
っ
た
。
そ
の
補
佐
役
と
し
て
管
財
人
が
お
か
れ
て
い
た
。
管
財
人
は
、
フ
ォ
ク
ヴ
ァ
ル
ク
を
直
接
管
理
す
る
監
督
官
の
任
命
権
と
監
督
権
を
持
ち
、
必
要
に
応
じ
領
主
の
名
で
仕
事
を
行
な
っ
た
。
監
督
官
は
、
各
フ
ォ
ル
ヴ
ァ
ル
ク
に
一
人
ず
つ
お
か
れ
、
フ
ォ
ル
ヴ
ァ
ル
ク
を
管
理
し
、
週
に
一
度
報
告
書
を
作
成
す
る
義
務
が
あ
っ
た
。
管
財
人
は
、
監
督
官
と
共
に
年
に
一
度
、
領
地
経
営
報
告
書
を
領
主
に
提
出
し
た
。
彼
ら
の
下
に
は
さ
ら
に
、
会
計
、
鉄
工
所
書
記
、
酒
類
製
造
販
売
書
記
、
森
番
な
ど
が
お
か
れ
て
い
た
他
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
秘
書
官
」
「
外
交
秘
書
官
」
等
の
役
職
も
あ
っ
た
（
書
記
の
役
は
年
に
よ
っ
て
請
負
制
を
と
っ
た
）
。
ま
た
一
八
二
年
に
は
、
領
内
の
み
で
通
用
す
る
金
券
も発行された。所領の職員たちは当地を「ウヤズド国冨
がの三・□］Ｐａｏ葛の面の」と呼び、あたかも独立国のようで
あった。
ア
ン
ト
ニ
は
、
父
か
ら
所
領
を
引
き
継
ぐ
と
す
ぐ
に
、
そ
れ
ま
で
の
管
財
人
を
解
雇
し
て
、
新
た
に
幾
何
学
者
Ａ
・
プ
ロ
コ
ポ
ー
ヴ
ィ
チ
を
任
命
し
た
。
し
か
し
彼
は
新
領
主
の
期
待
に
応
え
ら
れ
ず
、
一
八
一
九
年
に
は
中
流
シ
ラ
フ
タ
出
身
の
Ｓ
・
オ
ル
シ
ェ
フ
ス
キ
が
新
たに管財人となった。彼は有能で、新領主に忠実であり、
（ｕ）
ト
マ
シ
ュ
フ
の
建
設
に
実
際
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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ウ
ャ
ズ
ド
領
は
砂
利
と
砂
地
の
多
い
、
痩
せ
た
土
地
が
大
部
分
で
あ
っ
た
。
肥
沃
な
他
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
地
域
と
異
な
り
、
小
麦
を
生
産
で
き
る
土
地
は
少
な
く
、
ラ
イ
麦
、
燕
麦
生
産
が
主
で
あ
っ
た
。
し
か
も
他
の
所
領
と
比
較
し
て
、
森
林
面
積
の
割
合
が
大
き
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点
も
、
ト
マ
シ
ュ
や
ア
ン
ト
ニ
が
、
農
業
一
辺
倒
で
は
な
く
工
業
生
産
に
目
を
向
け
た
一
因
で
あ
っ
た
ろ
う
。
一
九
世
紀
初
頭
に
は
、
ウ
ャ
ズ
ド
領
で
は
ま
だ
伝
統
的
な
三
圃
制
農
業
が
中
心
で
あ
り
、
土
地
保
有
農
に
対
し
て
、
家
畜
賦
役
週
三
日
、
手
賦
役
一
日
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
で
ア
ン
ト
ニ
は
、
所
領
の
農
業
生
産
の
向
上
に
努
め
た
。
地
味
の
改
良
を
行
な
い
、
王
国
で
最
初
と
い
わ
れ
た
大
規
模
な
排
水
施
設
を
つ
く
っ
た
。
当
時
ま
だ
稀
で
あ
っ
た
ジ
ャ
ガ
芋
の
作
付
け
を
、
’
八
一
二
年
以
来
普
及
さ
せ
た
。
ま
た
、
亜
麻
、
染
色
用
茜
と
い
っ
た
繊
維
工
業
作
物
を植え、一八一一三年にはメリノ種羊一、一一○○頭を所領に
導
入
し
牧
羊
を
試
み
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
工
業
用
作
物
用
地
や
牧
草
地
面
積
は
い
ず
れ
も
小
さ
く
、
ト
マ
シ
ュ
フ
の
繊
維
工
業
需
要
を
（皿）
賄
う
生
産
量
を
供
給
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
醸
造
業
に
関
し
て
も
ア
ン
ト
ニ
は
、
所
領
内
で
ビ
ー
ル
製
造
用
に
ホ
ッ
プ
を
生
産
し
、
一
八
一
九
年
か
ら
は
醸
造
用
に
領
内
で
生
産
さ
れ
た
ジ
ャ
ガ
芋
を
使
用
し
始
め
た
。
ま
た
一
八
一
四
年
、
ウ
ャ
ズ
ド
の
醸
造
所
に
、
全
国
に
先
駆
け
て
最
新
式
機
械
を
導
入
し
た
た
め
、
法
政
史
学
第
五
十
号
生
産
は
飛
躍
的
に
拡
大
し
た
（
醸
造
所
は
一
八
二
○
年
代
に
ト
マ
シ
ュ
フ
に
移
転
さ
れ
た
）
。
’
八
二
四
年
に
は
、
ビ
ー
ル
エ
場
が
ウ
（旧）
ヤズドとトマシュフに建て言われた。
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
で
は
、
私
領
地
の
酒
造
・
販
売
独
占
権
（
プ
ロ
ピ
ナ
ー
ッ
ィ
ア
権
）
は
領
主
が
所
有
し
て
お
り
、
そ
の
収
益
は
所
領
収
入
に
お
い
て
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
た
。
特
に
農
業
以
外
に
収
入
源
の
な
い
所
領
で
は
、
プ
ロ
ピ
ナ
ー
ッ
ィ
ア
収
入
が
最
大
の
現
金
収
入
源
で
あ
っ
た
。
ま
た
多
く
の
私
領
都
市
で
は
、
都
市
領
主
が
プ
ロ
ピ
ナ
ー
ッ
ィ
Ｚ
膣
を
所
有
し
て
お
り
、
農
村
住
民
と
同
様
都
市
住
（Ｍ）
民か『ｂも収入を得ていた。
前
述
し
た
よ
う
に
、
ウ
ャ
ズ
ド
領
で
は
一
八
世
紀
末
、
ト
マ
シ
ュ
の
代
に
鉄
鉱
石
鉱
床
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
れ
を
原
料
と
し
て
一
七
八
八
年
、
大
炉
と
平
炉
を
備
え
た
製
鉄
所
が
建
設
さ
れ
た
。
燃
料
は
領
内
の
森
林
か
ら
伐
採
し
た
木
材
を
使
用
し
た
。
当
初
は
国
内
の
鉄
不
足
の
た
め
、
製
品
は
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
、
工
場
か
ら
の
収
益
は
順
調
に
伸
び
た
。
そ
の
結
果
、
一
八
○
｜
年
に
は
、
所
領
収
入
全
体
に
お
い
て
、
鉄
鋼
業
収
入
の
占
め
る
割
合
が
最
も
高
く
、
五
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た
。
次
い
で
プ
ロ
ピ
ナ
ー
ッ
ィ
ア
収
益
二
四
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
フ
ォ
ル
ヴ
ァ
ル
ク
か
ら
の
収
益
一
四
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
地
代
収
益
四
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
が
消
滅
し
、
プ
ロ
イ
セ
ン
か
ら
鉄
が
王
国
内
に
流
れ
こ
み
鉄
八
八
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製
品
価
格
が
下
落
し
た
上
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
政
府
が
開
発
に
尽
力
し
た
、
近
郊
の
ス
タ
ロ
ポ
ル
ス
キ
ェ
地
域
に
お
け
る
鉄
生
産
が
急
増
し
た
た
め
、
当
地
産
の
鉄
製
品
は
激
し
い
競
争
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
になった。
ウ
ャ
ズ
ド
領
で
採
掘
さ
れ
る
鉄
鉱
石
の
質
は
低
く
、
新
燃
料
で
あ
る
石
炭
の
入
手
も
困
難
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
鉄
鋼
業
か
ら
の
収入は減少し、一八一一○年には全収入の一一三・五。ハーセン
トにまで低下した。アントーーは鉄鋼業生産に直接関与する
の
を
諦
め
、
一
八
一
九
年
に
は
大
炉
と
平
炉
五
基
を
請
負
い
に
出
す
こ
と
に
し
た
。
ま
た
一
八
一
三
年
に
ト
マ
シ
ュ
フ
近
郊
に
、
最
新
式
の
キ
ュ
ー
ポ
ラ
を
備
え
た
鉄
工
所
を
設
立
し
、
請
負
に
出
し
た
。
そ
れにより一八一一六’三○年には生産は増大し、一八三○年
にはこの鉄工所には五五人が働き、鉄生産は一八二一一一年と
比
べ
五
割
増
大
し
た
。
し
か
し
同
年
、
鉄
鋼
業
収
入
は
所
領
収
入
全
体
の
一
○
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
止
ま
っ
た
。
鉄
鋼
業
収
入
の
減
少
に
伴
い
、
プ
ロ
ピ
ナ
ー
ッ
ィ
ア
収
入
の
割
合
は
順
調
に
増
大
し
た
。
’
八
二
○
年
に
は
全
収
入
の
一
二
・
四
。
ハ
ー
（旧）
セ
ン
ト
、
一
八
三
○
年
に
は
五
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
酒
造
技
術
の
機
械
化
と
共
に
、
こ
の
時
期
に
入
植
者
が
増
大
し
酒
類
消
費
量
が
伸
び
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ア
ン
ト
ー
ー
が
所
領
に
お
い
て
最
も
工
業
化
に
尽
力
し
た
一
八
一
八
世
紀
末
～
’
九
世
紀
初
頭
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
大
貴
族
に
よ
る
都
市
建
設
と
工
業
化
（
山
田
） 二○
年
代
に
お
い
て
も
、
所
領
全
体
で
は
、
工
業
か
ら
の
収
益
よ
り
も
、
プ
ロ
ピ
ナ
ー
ッ
ィ
ア
と
い
う
封
建
的
な
方
法
で
の
収
益
の
方
が
ま
さ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ウ
ヤ
ズ
ド
領
に
お
け
る
工
業
施
設
は
、
上
記
の
他
に
、
煉
瓦
工
場
、
製
紙
工
場
、
製
粉
所
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
工
業
生
産
は
い
ず
れ
も
、
領
内
で
の
原
料
調
達
を
め
ざ
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
関
（脂）
し
て
は
、
鉄
鋼
業
、
繊
維
工
業
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
註（１）出厨８ユロも○房註．、．」」□
（２）因・【。←のごく】◎い》し．（〕、弓。Ｅの註…》の・謡
（３）少・○、←『○弓、丙】》（肩〕・日＆・》、。」「①》、。【○一の三国○Ｎ》で。、］‐
や９．．．》の。①←
（４４）日す】』・・の．←②
（５）シ・○のす。ごくの江》〔百・ａ（・》の．］忠
（６）ロロ【ロ、』Ｐも「：３ｓ『ご己「㈹⑩の弓肘目。①日日の弓（「ｏｍｇＱ
ｏ②（①＆（８用【丁・｛①切言ｇ⑯●エ〕』の註日ｇ冒日＆』麓』‐邑亀．
ごくＰ円ｍＮｍごくＰ」①『一ｍ・ロ、①
（７）田・【○一の二ａ日》し．（〕②弓。ｇの江…．ｍ・召
（８）シ・○、す。ごく、丙』》具）・巳＆・》の．』詔‐」のＰ囚・【。←のごａ○Ｎマレ・
（〕、号、。【Ｃ②万（・・・ごｍ・囚の
（９）｛①（＆・Ｐ」「①
（皿）三・【ロ］ＰｍＮごｇ…》、。＄、
八
九
Hosei University Repository
’
で
見
た
よ
う
に
、
一
九
世
紀
初
頭
、
後
の
ウ
ッ
チ
エ
業
地
帯
の
領
主
た
ち
は
、
自
領
内
の
集
落
や
私
領
都
市
に
、
あ
い
つ
い
で
毛
織
物
工
を
入
植
さ
せ
つ
つ
あ
っ
た
。
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
が
ス
タ
シ
ン
ス
キ
（
オ
ゾ
ル
ク
フ
領
主
）
や
ブ
ラ
ト
シ
ェ
フ
ス
キ
（
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
フ
領
主
）
の
成
功
に
倣
っ
て
、
繊
維
工
業
技
術
者
や
職
人
の
入
植
に
本
腰
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
八
二
○
年
以
降
の
こ
と
である。
入
植
者
の
増
大
に
は
、
ロ
シ
ア
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
政
府
の
政
策
が
関
与
し
て
い
た
。
一
八
一
五
年
に
、
ロ
シ
ア
・
プ
ロ
イ
セ
ン
間
及
び
ロ
シ
ア
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
間
に
お
い
て
、
一
八
一
二
年
ま
で
の
六
年
間
に
限
り
、
三
分
割
領
間
の
移
住
の
自
由
を
許
可
す
る
と
い
う
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
さ
ら
に
一
八
一
六
年
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
政
府
（、）河・【○一の三】８》二・○のす。Ｅの註…．ｍ・ミー巴
（皿）『宜只・・の．詔
（旧）『宜只．．ｍ・ヨーヨ
（
ｕ
）
領
主
の
プ
ロ
ピ
ナ
ー
ッ
ィ
ア
権
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
私
領
都
市
…
」
参
照
。
（旧）因・【○一の三】○Ｎマレ．（〕ｍ９ｏｇｍ葱…》の．患‐『
（旧）『巨只・・の．『ロー急
Ⅳ
ト
マ
シ
ュ
フ
・
マ
ゾ
ヴ
ィ
エ
ッ
キ
の
建
設
法
政
史
学
第
五
十
号
に
よ
る
「
有
用
な
外
国
人
」
へ
の
特
権
付
与
が
始
め
ら
れ
た
。
そ
の
特
権
と
は
、
家
屋
用
敷
地
と
庭
地
の
付
与
、
六
年
間
の
税
金
及
び
地
代
の
免
除
、
国
内
に
持
ち
込
ま
れ
た
動
産
へ
の
関
税
免
除
、
移
住
者
（１）
と
そ
の
息
子
の
兵
役
免
除
等
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
令
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
関
税
政
策
の
た
め
に
ロ
シ
ア
市
場
か
ら
締
め
出
さ
れ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
、
ザ
ク
セ
ン
、
ボ
ヘ
ミ
ア
等
の
繊
維
工
業
職
人
の
大
き
な
関
心
を
よ
ん
だ
。
こ
れ
と
前
後
し
て
、
ウ
ッ
チ
エ
業
地
帯
の
政
府
所
有
都
市
に
も
職
人
が
入
植
し
た
。
政
府
所
有
都
市
カ
リ
シ
に
は
、
レ
ッ
フ
ァ
ン
兄
弟
の
よ
う
に
、
後
に
大
工
場
を
設
立
す
る
技
術
者
が
到
来
し
、
羊
毛
工
業
が
さ
ら
に
発
展
し
た
。
一
八
二
○
年
代
に
は
、
政
府
（２）
所有都市ズギェ、ンが羊毛工業中心都市に成長した。
ウ
ッ
チ
エ
業
地
域
に
お
け
る
入
植
者
の
受
け
入
れ
は
、
前
述
の
よ
う
に
一
八
世
紀
後
半
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
中
に
は
工
業
、
手
工
業
従
事
者
の
み
な
ら
ず
農
業
従
事
者
も
含
ま
れ
て
い
た
。
’
八
一
○
’
二
七
年
に
、
ド
イ
ツ
諸
領
邦
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
へ
の
入
植
者
は
五
万
五
千
人
と
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
一
八
一
○
’
’
九
年
の
入
植
者
は
約
二
万
人
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
農
業
的
な
性
格
が
強
か
っ
た
。
一
八
一
九
’
二
七
年
に
は
約
三
万
五
千
人
が
入
植
し
た
が
、
そ
（３）
の
四
分
の
一
が
農
業
従
事
者
で
あ
っ
た
。
ウ
ッ
チ
エ
業
地
域
へ
の
入
植
者
は
、
他
の
地
域
と
比
べ
手
工
業
者
が
多
か
っ
た
が
、
農
業
従
事
者
も
含
ま
れ
て
い
た
。
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
も
、
一
八
二
○
年
代
に
農
九○
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業
入
植
者
一
三
八
人
と
契
約
し
、
七
つ
の
貨
幣
地
代
集
落
を
つ
く
っ
て彼らを住まわせた。
私
領
都
市
や
集
落
で
は
、
領
主
と
入
植
者
間
で
契
約
が
交
さ
れ
た
。
入
植
者
に
貸
与
さ
れ
た
土
地
の
広
さ
は
、
オ
ゾ
ル
ク
フ
や
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
う
で
は
一
・
五
ｌ
ニ
モ
ル
ギ
で
あ
っ
た
。
ト
マ
シ
ュ
フ
の
場
合
は
、
各
人
に
応
じ
て
非
常
に
多
様
で
あ
り
、
契
約
の
多
く
は
（４）
口頭でなされた。地代免除期間は、オゾルクフ一一・五年、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
フ
三
・
五
年
に
対
し
て
、
ト
マ
シ
ュ
フ
は
六
年
間
で
あ
っ
た
。
地
代
は
一
モ
ル
ギ
に
つ
き
オ
ゾ
ル
ク
フ
一
五
ズ
ウ
ォ
ー
テ
ィ
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
フ
｜
ニ
ズ
ウ
ォ
ー
テ
ィ
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
フ
’
八
ズ
ウ
ォ
ー
テ
ィ
に
対
し
、
ト
マ
シ
ュ
フ
は
八
ズ
（５）
ウォーーナィとかなり安く定められていた。
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
は
、
他
の
都
市
領
主
よ
り
も
精
力
的
に
入
植
者
の
募
集
に
あ
た
っ
た
。
多
く
の
都
市
領
主
が
代
行
人
を
国
外
に
派
遣
す
る
中
で
、
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
は
一
八
二
一
年
以
来
何
回
も
自
ら
シ
ロンスクやザクセンに足を運び、得意のドイツ語を生かし
て、一八三○年には募集パンフレットの作成にあたった。
そ
こ
に
は
、
ト
マ
シ
ュ
フ
が
「
理
想
的
な
居
住
地
で
あ
り
、
工
業
が
発
展
し
、
誰
で
も
領
主
の
援
助
や
保
護
が
受
け
ら
れ
る
。
…
…
ア
メ
リ
カ
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
る
も
の
は
行
く
先
を
変
え
た
方
が
良
（６）
い」と書かれていた。
八世紀末，～
九
世
紀
初
頭
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
大
貴
族
に
よ
る
都
市
建
設
と
工
業
化
（
山
田
） 勃
興
し
つ
つ
あ
る
ウ
ッ
チ
エ
業
地
帯
の
都
市
や
工
業
集
落
の
代
表
者
や
代
行
人
は
、
争
っ
て
移
住
者
を
獲
得
し
て
い
た
。
例
え
ば
一
八
二
四
年
、
政
府
所
有
都
市
の
代
行
人
が
ボ
ヘ
ミ
ア
で
ウ
ッ
チ
ヘ
の
入
植者を募ったが、帰途、代行人が高額の謝礼金に心動かさ
（７）
れ、入植者をズドゥンスカ・ヴォーフヘ向かわせた。オスト
ロ
フ
ス
キ
も
、
政
府
所
有
都
市
に
向
か
お
う
と
し
て
い
た
ド
イ
ツ
人
（８）
職
人
を
、
説
得
し
て
ト
マ
シ
ュ
フ
に
連
れ
て
き
た
。
ま
た
外
国
人
手
工業者が町にいったん到着しても、より良い条件を求めて
他
の
町
に
移
る
者
も
多
く
、
工
業
中
心
地
は
互
い
に
移
民
を
奪
い
合
う
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
の
努
力
が
効
を
奏
し
て
入
植
者
は
増
え
、
ウ
ャ
ズ
ド
領
の
定
住
人
口
は一八一一一一’一一五年に一一、一一一七人から三、五五五人に増
大
し
た
。
そ
の
中
で
ト
マ
シ
ュ
フ
の
人
口
は
、
一
八
一
三
年
に
は
わ
ず
か
三
○
数
人
で
あ
っ
た
が
、
’
八
二
五
年
に
は
七
三
五
人
、
一
八
一一一○年には三、一一五○人、非定住者を含めれば五、○○○
（９）
人に膨れあがった。
こ
の
驚
異
的
な
人
口
増
の
背
景
に
は
、
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
に
よ
る
膨
大
な
建
築
工
事
が
あ
っ
た
。
彼
は
工
場
や
住
宅
の
建
設
を
行
な
い
、
そ
れ
を
入
植
者
に
貸
し
た
り
売
っ
た
り
し
た
。
’
八
二
六
年
に
彼は、工場や居住用住宅を、トマシュフだけで九一二件、
一八、五五○ズウォーティで、領地全体では一四八一件、
九
一
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法
政
史
学
第
五
十
号
（Ⅲ）
一一五、’一一一一一一ズウォーーナィで売った。さらに一一つの大羊毛
紡
績
工
場
を
建
設
し
、
外
国
人
技
術
者
に
使
用
権
を
与
え
た
。
こ
の
二
つ
は
最
新
型
紡
績
機
を
備
え
た
オ
ッ
フ
ェ
ル
マ
ン
エ
場
（
’
八
二
五
年
設
立
）
と
、
シ
ユ
タ
イ
ン
マ
ン
エ
場
（
一
八
二
六
年
設
立
）
と
（Ⅱ）
し
て
、
ト
マ
シ
ュ
フ
繊
維
工
業
発
展
の
牽
引
車
と
な
っ
た
。
ま
た
、
他
の
私
領
都
市
領
主
と
同
様
、
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
も
個
々
の
小
生
産
者
用
に
縮
絨
所
を
建
設
し
た
。
ト
マ
シ
ュ
フ
の
縮
絨
所
は
、
一
八
二
六
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
式
の
設
備
を
備
え
、
ウ
ッ
チ
エ
業
（皿）
地域で最も生産量の一コ向い縮絨所となった。トマシュフ産の
織
布
は
、
生
産
量
で
こ
そ
オ
ゾ
ル
ク
フ
に
劣
っ
て
い
た
が
、
品
質
の
点
で
は
優
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
領
主
自
ら
が
管
理
し
た
技
術
水
準
の
高
さ
に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
る
。
さ
ら
に
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
は
自
ら
紡
糸
貯
蔵
庫
を
建
て
て
生
産
者
用
に
原
料
を
確
保
し
た
他
、
一
八
二
四
年
に
は
羊
毛
原
料
・
製
品
販
売
会
社
を
設
立
し
て
、
製
品
の
販
売
に
も
努
力
し
た
。
ま
た
小
生
産
者
に
対
し
製
品
を
抵
当
に
金
を
貸
（川）
す、「領主銀行」とよばれる金融機関もつくった。
増
え
続
け
る
入
植
者
用
に
、
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
は
新
集
落
ト
マ
シ
ュ
フ
に
禰
酒
な
店
や
居
酒
屋
を
建
て
、
そ
の
経
営
を
監
視
し
た
。
一
八
二
八
年
の
管
財
人
の
報
告
書
に
は
、
ド
イ
ツ
人
入
植
者
は
、
当
地
の
酒
に
満
足
し
て
い
る
か
、
ど
の
店
で
気
晴
ら
し
す
る
か
と
い
つ
（Ｍ）
た
、
領
主
の
細
か
な
質
問
と
そ
の
応
答
が
み
壱
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
配
慮
を
し
た
の
は
、
酒
の
消
費
量
が
プ
ロ
ピ
ナ
ー
ッ
ィ
ア
収
入
に
即
反
映
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
ま
た
彼
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
を
（旧）
建設し、劇場建設まで計画した。さ一わに水捌けの悪いトマ
シ
ュ
フ
で
の
建
設
に
伴
い
、
領
主
は
排
水
施
設
を
整
備
し
、
新
た
に
（肥）
建てた外国人用の家屋に’水害が及ばぬように気を配った。
こ
の
よ
う
に
、
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
は
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
の
整
備
か
ら
、
石
造
建
築
物
や
工
場
の
建
設
に
至
る
ま
で
、
ト
マ
シ
ュ
フ
の
土
木
工
事
の
大
部
分
に
投
資
し
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
彼
は
、
ト
マ
シ
ュ
フ
を
、
彼
の
言
う
と
こ
ろ
の
入
植
者
の
「
物
理
的
道
徳
的
（Ⅳ）
な
真
の
オ
ア
シ
ス
」
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
大
事
業
に
は
莫
大
な
資
金
を
必
要
と
し
た
。
当
時
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
政
府
は
、
民
間
の
工
業
経
営
へ
も
助
成
金
を
出
し
て
お
り
、
近
隣
の
私
領
都
市
領
主
の
中
に
は
政
府
か
ら
資
金
を
借
り
る
者
も
あ
っ
た
（
例
え
ば
、
ズ
ド
ゥ
ン
ス
カ
・
ヴ
ォ
ラ
の
領
主
は
内
務
省
（旧）
か》ｂ五万ズウォーーナィを借りていた）。しかしオストロフ
ス
キ
は
政
府
の
工
業
助
成
金
を
受
け
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
彼
は
主
に
、
一
八
二
五
年
に
設
立
さ
れ
た
「
土
地
信
用
協
会
」
か
ら
、
所
領
を
抵
当
と
し
て
資
金
を
借
り
た
。
ウ
ャ
ズ
ド
領
は
、
当
時
三
○
万
（旧）
ズウォーーナィまで信用を引き出し得た。さ雷ｂに彼は、一八
二
八
年
に
設
立
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
銀
行
に
期
待
を
寄
せ
、
ト
マ
シ
ュ
フ
に
そ
の
支
店
を
建
設
し
よ
う
と
努
力
し
た
。
ま
た
ユ
ダ
ヤ
人
九
一
一
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（別）
資本家から十℃しばしば借金をした。
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
は
、
ウ
ッ
チ
エ
業
地
域
の
私
領
主
の
中
で
は
最
も
富
裕
な
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
お
り
、
近
隣
の
私
領
主
に
も
現
金
を
貸
し
付
け
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
借
金
は
な
か
な
か
返
済
さ
れ
ず
、
農
業
か
ら
も
鉄
鋼
業
か
ら
も
思
う
よ
う
に
収
益
は
上
が
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
一
八
世
紀
末
に
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
大
銀
行
は
破
産
し
て
お
り
、
頼
る
べ
き
民
間
銀
行
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
は
「
土
地
信
用
協
会
」
の
設
立
ま
で
は
、
プ
ロ
ピ
ナ
ー
ッ
ィ
ア
か
ら
の
収
入
と
、
領
内
の
み
で
通
用
す
る
金
券
を
発
行
す
る
こ
と
（皿）
で、資金を工面Ｉした。
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
は
ま
た
、
ウ
ッ
チ
エ
業
地
帯
の
工
業
化
推
進
者
で
あ
る
マ
ゾ
フ
シ
ェ
県
知
事
レ
ン
ビ
ェ
リ
ン
ス
キ
と
個
人
的
に
対
立
し
て
い
た
。
両
者
の
確
執
は
、
一
八
二
四
、
二
五
年
に
お
け
る
、
政
府
所
有
都
市
ラ
ー
ヴ
ァ
と
ト
マ
シ
ュ
フ
間
で
の
移
民
の
取
り
合
い
が
発
端
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
集
落
は
近
隣
に
位
置
し
て
お
り
、
レ
ン
ビ
ェ
リ
ン
ス
キ
は
ラ
ー
ヴ
ァ
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
（羽）
が、トーマシュフの急成長のためにそれがはばまれていた。
両
者
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
つ
い
て
も
意
見
を
対
立
さ
せ
て
い
た
。
レ
ン
ビ
ェ
リ
ン
ス
キ
の
指
示
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ン
ト
ニ
は
ウ
ヤ
ズ
ド
に
ユ
ダ
ヤ
人
居
住
区
を
つ
く
ら
な
か
っ
た
。
ト
マ
シ
ュ
フ
で
は
町
の
中
心
地
が
ユ
ダ
ヤ
人
共
同
体
に
委
ね
ら
’
八
世
紀
末
～
’
九
世
紀
初
頭
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
大
貴
族
に
よ
る
都
市
建
設
と
工
業
化
（
山
田
） れた
た
め
、
彼
ら
は
シ
ナ
ゴ
ー
グ
や
共
同
浴
場
、
ユ
ダ
ヤ
人
学
校
な
ど
を
建
て
た
。
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
は
ト
マ
シ
ュ
フ
を
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
と
っ
て
、
「
真
の
自
由
、
偽
り
な
き
平
等
、
愛
、
平
和
、
安
全
を
意
（別）
味する『約束の地』」にしようと考一えていた。十一月蜂起
時
に
は
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
側
の
戦
力
に
加
え
よ
う
と
さ
え
し
た
。
ト
マ
シ
ュ
フ
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
存
在
は
、
新
た
に
入
植
し
た
ド
イ
ツ
人
の
反
感
を
買
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
領
主
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
流
入
を
制
限
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
町
の
ユ
ダ
ヤ
人
人
口
は
一
八
二
九
年
、
全
人
口
の
二
八
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
が
、
こ
の
割
合
は
他
の
新
興
工
業
（閉）
都市と比べて吉向かった。
政府所有都市の発展に尽力するレンビェリンスキにとっ
て
は
、
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
と
ト
マ
シ
ュ
フ
は
目
ざ
わ
り
な
存
在
で
あ
っ
た
。
ト
マ
シ
ュ
フ
の
都
市
権
付
与
問
題
を
め
ぐ
る
内
務
省
宛
の
報
告
書
の
中
で
、
レ
ン
ビ
ェ
リ
ン
ス
キ
は
、
ト
マ
シ
ュ
フ
に
つ
い
て、「至る所で封建主義の精神が見られます。領主は自分
の
支
配
権
を
強
め
よ
う
と
し
て
お
り
、
市
民
的
自
由
も
行
政
へ
の
信
頼も見られません。：…・オストロフスキは常に自分のこと
と
ト
マ
シ
ュ
フ
の
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
の
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
（邪）
国の基準か壽ｂ外した方が良いでしょう」としている。
外
国
か
ら
の
入
植
者
が
増
え
る
一
方
で
、
農
民
の
賦
役
や
強
制
労
九
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働
も
続
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
義
務
は
、
ウ
ヤ
ズ
ド
領
に
以
前
か
ら
居
住
し
て
い
た
農
民
世
帯
に
課
さ
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
、
鉄
工
所
の
不
熟
練
労
働
力
と
し
て
、
ま
た
ト
マ
シ
ュ
フ
及
び
近
郊
の
道
路
（幻）
整
備
、
輸
送
に
も
強
制
労
働
で
駆
り
出
さ
れ
た
。
ト
マ
シ
ュ
フ
に
は
さ
ら
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
内
各
地
の
都
市
や
農
村
か
ら
も
、
毛
織
物
工
そ
の
他
の
繊
維
手
工
業
者
や
見
習
い
、
日
雇
い
が
流
入
し
て
き
た
。
し
か
し
手
厚
い
保
護
や
特
権
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
外
国
か
ら
の
入
植
者
に
限
ら
れ
て
い
た
。
国
内
出
身
の
日
雇
い
や
出
稼
ぎ
労
働
者
は
、
ト
マ
シ
ュ
フ
郊
外
の
指
定
さ
れ
た
地
区
に
、
自
分
で
堀
っ
（郷）
立
て
小
屋
や
バ
ー
フ
ッ
ク
を
建
て
て
住
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
方
、
外
国
か
ら
の
入
植
者
も
決
し
て
富
裕
な
人
々
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
、
付
表
か
ら
分
か
る
。
表
は
、
管
財
人
オ
ル
シ
ェ
フ
ス
キ
が
作
成
し
た
、
一
八
二
八
年
第
１
四
半
期
の
ト
マ
シ
ュ
フ
定
住登録者一○五名の記録である。全体では、有職者一一一三名
中、家族を伴う者は二一一一名、現金持参者は一三名である。
即
ち
半
数
以
上
の
者
が
、
着
の
み
着
の
ま
ま
に
近
い
状
態
で
、
家
族
を引き連れて住み慣れた土地（三一一一名中二八名の最後の逗
留
地
は
プ
ロ
イ
セ
ン
領
）
を
離
れ
、
ト
マ
シ
ュ
フ
に
定
住
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
入
植
当
初
、
領
主
に
よ
る
保
護
を
受
け
得
た
と
し
て
も
、
そ
の
生
活
は
苦
し
い
も
の
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
職
業
別
で
み
る
と
、
三
三
名
中
二
○
名
が
織
物
・
染
色
・
刈
毛
職
人
と
い
っ
た
繊
維
法
政
史
学
第
五
十
号
工
業
関
係
の
職
人
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
一
七
名
が
家
族
を
伴
い
、
八
名
が
幾
何
か
の
金
額
を
持
参
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
職
業
で
は
、
日
一雇い六名（うち四名が女性）が数の上で目立っている。以
下
、
製
粉
職
人
二
名
、
製
紙
職
人
、
化
学
技
術
者
、
音
楽
家
、
小
売
商
人
、
製
パ
ン
職
人
各
一
名
で
あ
っ
た
。
持
参
し
た
金
額
が
最
も
高
い
の
は
、
小
売
商
人
の
三
万
ズ
ウ
ォ
ー
テ
ィ
で
、
彼
は
ト
マ
シ
ュ
フ
で
は
羊
毛
紡
績
工
場
を
請
け
負
っ
た
。
お
そ
ら
く
彼
は
、
当
地
に
来
る
こ
と
を
熱
心
に
勧
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
領
主
の
保
護
は
、
持
て
る
者
に
手
厚
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
ま
た
付
表
に
は
出
身
民
族
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
○
五
名
中
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
九
五
名
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
系
の
姓
名
が
多
い
。
ト
マ
シ
ュ
フ
の
非
定
住
人
口
は
年
々
増
え
続
け
、
そ
の
割
合
は
全
人
口
の
一
八
二
○
年
代
前
半
に
は
三
’
五
割
に
達
し
た
。
急
増
す
る
外
部
か
ら
の
流
入
人
口
は
、
社
会
不
安
を
生
ん
だ
。
史
料
か
ら
は
一
八
二
○
－
三
○
年
代
に
か
け
て
、
窃
盗
、
餓
死
、
殺
人
な
ど
の
事
件
が
頻
発
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
’
八
二
五
年
に
は
国
外
（
ク
ラ
ク
フ
）
か
ら
ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
向
か
う
途
中
の
二
人
の
遍
歴
職
人
（
石
工
と
毛
織
物
工
）
が
、
ト
マ
シ
ュ
フ
で
行
き
倒
れ
に
な
っ
（羽）
た
事
件
。
一
八
二
九
年
に
は
女
工
が
毛
織
物
工
場
経
営
者
に
殴
打
さ
（釦）
れて死亡した事件。一八三○年には紡績工場で日一層いが一哀
（別）
弱死する事件。一八一一一一一年には日一雇いが紡糸を盗んだ事
九
四
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（犯）件。一八一二四年には子供の死体が墓地に放置されていた事
（羽）件等がみ》われた。
と
り
わ
け
大
事
件
と
な
っ
た
の
は
一
八
二
七
年
五
月
、
軍
隊
の
派
（別）
遣にまで至った毛織物職人の反乱である。これは梶棒や斧
で武装した毛織物職人たちがユダヤ人商店と住居を襲い、
店
に
い
た
ロ
シ
ア
人
商
人
と
女
性
そ
の
他
の
人
々
に
乱
暴
を
ふ
る
い、店を打ち壊して金品を奪った事件である。襲われたユ
ダヤ人商人は、トマシュフの消費税徴収請負い権を持って
い
た
。
生
活
に
行
き
づ
ま
っ
て
い
た
職
人
た
ち
は
、
富
裕
な
ユ
ダ
ヤ
人
を
標
的
に
し
た
の
で
あ
る
。
町
の
責
任
者
は
軍
隊
と
憲
兵
の
派
遣
を要求し、町は警察の厳しい監視のもとにおかれた。
こ
の
よ
う
な
職
人
の
反
乱
は
一
八
二
三
年
以
来
、
。
ハ
ビ
ャ
ニ
ッ
ッ
ェ
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
、
ウ
ッ
チ
で
頻
発
し
て
お
り
、
一
八
二
七
年
に
（妬）
はズギェシでＪｂ大規模な反乱が起こった。トマシュフでの
反乱を期に、レンビェリンスキは、警察による秩序を維持
する必要から、トマシュフヘの都市権付与を承認する方向
に大きく傾いていった。それは「人口二千人以上の集落に
都市権を付与する」という王国内務省の方針に沿ったもの
（洲）
でふじあった。
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（旧）］・【◎曰、ｌ］四回』Ｎ『ひ、穴Ｐ○℃・臼一・》、」＆》少．。、可○三－
，戸】》（罠〕．。（＆・・、．］」の
（ｕ）』閑【三】の．危」Ｉい
（旧）田・【○一①ごａ○Ｎ》し．（〕の弓○ｓのご》の．①□》○・三】の、巳。ごくＰ
〔屑）。。（＆・可の。」四国
（旧）国国三・ｍ・色』
九五
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〆■、／■、／■、／￣、〆向、／■、／■、〆■、〆~、／■、／■、／■、〆、／~、／■、／■、／■、〆~、／■、／■、
３６３５３４３３３２３１３０２９２８２７２６２５２４２３２２２１２０１９１８１７
、_ノ、､／、_ノ、､ノ、三、_ゾ、_’、=ノ、‐／、.／、_／、､ゾ～=、_ゾ、‐ノ、=ノミーノ、_ノ里=〆星.ン
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都
市
権
獲
得
法
政
史
学
第
五
十
号
シ・○、可。ごく、冠〉ｇ〕・ａ（・》、。」」①
］・のＨ已四』ｇご皿宣・陣旨誹のかｐ二○ｓ）ド○＆」①『Ｐの。、←
■・【○一のごａ目》し．（〕ｍ９ｏＥの註》ｍ・色
『。『＆．》の．←房①い
｛ひ（＆・・印②、
『①（＆．》の．』］
『、（＆．．？」函画
し・○ｍす。ごく、屍】》〔罠〕・日＆・〉、。」呂
切・【。←の己二○Ｎ》少．（〕ｍ９ｏＥｍ萱・の。」①Ｐ』詔
陪酎、【』（】の。、」ローｍ」ｍ
『Ｃｓ＆．ごＰ一口』
【・ロロロ】巳Ｐ〔己・巳耳・》ｍ・口の］
門『闇由尉【弔印■、。＠＠℃」、①
『ず（＆・・Ｐ国○ｍ
円①（ａ．ごＰ、○つ
閂①（＆．。Ｐ」の○
局□（＆．．Ｐ」の」
『Ｃａ．ごｍ・畠←１，．○・三肘⑪Ｐ］○三Ｐ○℃・○］一・》の．」□」・』一ｍ
閂①（＆・・Ｐ」←②－」←』
内蜀帛閂円【尉印や、○ｍｍ、
一八三○年七月、トマシュフ・マゾヴィエッキは都市権
を獲得した。都市権付与契約書の主な項目を以下まとめて
みよう。まず当市の領主は、シラフタ都市（Ⅱ私領都市）
所有者に許可されているプロピナーッィア権を与えられ
る。市警察は、領主の承諾がなければ今後ユダヤ人の居住
を許可しない。年市は年一二回、年市の翌日は牛馬の市が
立つ。週市は各月曜と木曜。市金庫への収入としては、毎
年領主からの寄付六○○ズウォーティ、不動産所有者から
年額合計一二○○ズウォーティ（防災協会への支払いのた
め）の他、度量衡税収入、年市・週市税収入、屠殺場・パ
ン焼き窯税収入、職業税収入があてられる。市の財政は、
市長や職員、警察への給与、舗装道路、井戸、市の建物維
持費等に充当される。都市領主は、市長候補者二人の指名
（－）
権が与え尋われる。うち一人は市政府によって選ばれる。
以上を都市領主側から見ると、都市権を得たことによっ
て、それまで独占してきた数々の権限や収入を市政府に渡
さねばならなくなり、所領経営の点からするとかえってマ
イナスである。またユダヤ人の居住については、契約書で
は政府が領主に譲歩した形となったが、領主側からすれば
市警察を通じて国家権力の介在を許すことになった。
そもそも一八世紀までの私領都市と一九世紀以降のそれ
九
六
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と
の
相
違
は
、
後
者
で
は
国
家
権
力
の
介
入
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
特
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
期
か
ら
都
市
に
は
市
政
機
関
を
設
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
期
に
は
、
市
長
候
補
者
は
市
民
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
、
王
国
内
務
省
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
の
上
政
府
か
ら
、
都
市
監
視
官
が
派
遣
（２）
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
私
領
都
市
住
民
の
権
利
意
識
が
強
ま
り
、
一
八
世
紀
か
ら
各
地
で
起
き
て
い
た
都
市
領
主
と
住
民
（３）
との対立は、一九世紀に入りざ一ｂに激しくなっていた。
ウ
ヤ
ズ
ド
の
領
主
で
も
あ
っ
た
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
は
、
こ
う
し
た
領
主
と
都
市
民
と
の
確
執
を
知
り
な
が
ら
、
な
ぜ
ト
マ
シ
ュ
フ
の
都
市
権
を
あ
え
て
獲
得
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
商
工
業
営
業
権
に
関
し
て
は
、
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
は
一
八
二
四
年
、
「
工
業
集
落
ｏの旦口毎ケごｏ目ロ」権を獲得しており、都市権がなくと
（４）
も
住
民
は
商
工
業
に
従
事
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
上
、
前
述
し
た
よ
う
に
レ
ン
ピ
ェ
リ
ン
ス
キ
と
の
対
立
も
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
を
考えるには、政府側の態度の変化と都市領主の意識の二面
か
ら
み
て
ゆ
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
王
国
政
府
は
こ
の
時
代
、
商
工
業
が
振
わ
ず
市
政
維
持
費
を
出
せ
な
い
よ
う
な
貧
し
い
小
都
市
を
、
村
に
格
下
げ
す
る
政
策
を
採
っ
て
いた。それによって、一八二○’一一五年には、一一二都市が
（５）
村
行
政
機
構
に
格
下
げ
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
あ
る
集
落
の
商
工
’
八
世
紀
末
～
一
九
世
紀
初
頭
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
大
貴
族
に
よ
る
都
市
建
設
と
工
業
化
（
山
田
） 業発
展
が
進
み
、
農
村
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
都
市
的
性
格
を
持
っ
た
時
、
政
府
は
都
市
権
付
与
を
し
ぶ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
特
に
そ
の
主
導
者
が
政
府
で
は
な
く
個
人
で
あ
っ
た
場
合
、
経
費
は
そ
の
個
人
Ⅱ
都
市
領
主
が
負
う
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
、
政
府
と
し
て
は
好
都
合
で
あ
っ
た
。
都
市
権
を
ほ
と
ん
ど
与
え
な
か
っ
た
一
九
世
紀
後
半
と
は
異
な
り
、
こ
の
時
代
の
政
府
は
都
市
権
付
与
に
は
柔
軟
で
あ
っ
た
。
そ
の
好
例
と
し
て
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
フ
県
の
町
ポ
ー
ー
ェ
モ
ン
が
あげられる。この私領都市の領主は、都市権放棄を願い、
’
八
二
五
年
に
都
市
権
を
失
っ
た
。
し
か
し
ユ
ダ
ヤ
人
居
住
状
態
を
考
慮
し
て
領
主
が
都
市
権
を
再
申
請
し
、
一
八
三
六
年
に
は
そ
れ
が
（６）
認
め
「
わ
れ
た
。
ト
マ
シ
ュ
フ
の
場
合
は
、
こ
の
町
よ
り
さ
ら
に
商
工
業
が
栄
え
、
王
国
内
務
省
の
定
め
た
都
市
基
準
で
あ
る
人
口
二
千
人
を
、
一
八
二
五
年
に
は
は
る
か
に
超
え
て
い
た
。
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
は
、
自
身
も
住
民
も
ト
マ
シ
ュ
フ
の
都
市
権
を
積
極
的
に
要
求
し
て
い
た
の
で
は
な
い
と
書
い
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
ト
マ
シ
ュ
フ
の
都
市
権
は
、
領
主
と
住
民
が
自
発
的
に
は
め
た
足
（７）
柧
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
に
、
当
時
火
災
保
険
が
か
け
ら
れ
る
工
場
設
備
は
、
都
市
に
建
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
「
国
内
火
災
協
会
」
の
保
障
が
な
け
れ
ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
銀
行
か
ら
の
借
入
れ
も
困
難
で
あ
っ
た
。
ア
ン
ト
ニ
も
町
の
工
場
主
も
、
資
金
を
必
要
と
し
て
い
た
。
さ
ら
に
彼
ら
は
、
増
九
七
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え
続
け
る
流
入
民
や
下
層
民
を
統
制
す
る
た
め
、
警
察
の
力
を
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
立
た
さ
れ
て
い
た
。
自
ら
の
領
地
を
理
想
郷
と
し
よ
う
と
し
た
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
に
と
っ
て
、
新
た
に
都
市
権
を
得
る
こ
と
は
、
新
集
落
に
都
市
と
い
う
箔
を
付
け
入
植
者
を
引
き
付
け
や
す
く
す
る
反
面
、
自
ら
の
権
力
を
弱
め
る
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
た
。
都
市
権
付
与
決
定
が
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
に
通
知
さ
れ
た
一
八
二
八
年
一
月
に
、
彼
は
ト
マ
シ
ュ
フ
の
市
長
に
自
領
の
管
財
人
を
指
名
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
に
抵
抗
し
よ
う
と
し
た
。
ま
た
市
庁
舎
建
設
に
大
金
を
出
す
こ
と
も
渋
り
、
権
益
を
（８）
固
持
し
よ
う
と
し
た
。
都
市
権
を
得
た
ト
マ
シ
ュ
フ
は
、
ウ
ャ
ズ
ド
領
の
首
都
と
し
て
さ
ら
に
発
展
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
八
三
○
年
、
十
一
月
蜂
起
の
勃
発
が
す
べ
て
を
変
え
て
し
ま
っ
た
。
蜂
起
軍
司
令
官
と
な
っ
た
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
は
、
自
領
の
農
民
や
都
市
民
に
、
蜂
起
軍
に
入
（９）
隊
す
れ
ば
土
地
所
有
を
認
め
る
と
提
案
し
、
兵
力
を
集
め
た
。
し
か
し
領
主
の
努
力
は
功
を
奏
せ
ず
、
蜂
起
軍
は
敗
北
し
た
。
蜂
起
軍
と
ロ
シ
ア
軍
の
戦
い
は
、
再
び
ウ
ヤ
ズ
ド
領
を
荒
廃
さ
せ
た
。
領
主
は
刑
を
逃
れ
る
た
め
、
そ
の
発
展
に
心
血
を
注
い
だ
領
地
と
祖
国
を
あ
とにした。
法
政
史
学
第
五
十
号
ト
マ
シ
ュ
フ
・
マ
ゾ
ヴ
ィ
エ
ッ
キ
は
一
八
三
一
一
年
、
ポ
１
ラ
ン
ド
王
国
国
庫
の
管
轄
下
に
置
か
れ
た
後
、
’
八
五
一
年
に
は
正
式
に
政
府
所
有
都
市
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
都
市
権
を
得
て
か
ら
、
「
私
領
都
市
」
で
あ
っ
た
期
間
は
、
二
年
に
も
満
た
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
領
主
に
よ
っ
て
都
市
と
し
て
の
基
盤
が
つ
く
ら
れ
た
こ
の
町
は
、
そ
の
後
繊
維
工
業
の
中
心
地
と
し
て
さ
ら
に
発
展
し
、
ウ
ッ
チ
エ
業
地
註（１１）旧『、【｝（・の。、国ローｍｐｍ
（２）のロ】】、」○一己の丙】》○℃．ｏ茸・》ｍ・ロ」
（
３
）
拙
稿
ヨ
シ
ア
領
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
小
都
市
問
題
’
’
八
六
○
年
代
の
改
革
を
中
心
に
ｌ
」
『
西
洋
史
学
」
’
七
七
弓
一九九五年を参照。
（４）■・【○一の二コ目》」．（〕の＆「ＯＳ②註．、．」念
（５）三・因『８首『○円、片口》」囚ヨ日コロョ日の弓。ｐ【この（①（○のロ（昏
巴（Ｑ切互①８用【寸○（⑩②冒昌⑩も。｛②註日８ｓ目＆』叱忌‐詮、
ごく四『、Ｎｐニョ四」①①」》【ロ四ｍＮ『ごｏで」、》の．←①
（ｎｏ）『①（Ｑ・》Ｐの①
（７）門。←のごａ８》少。（〕ｍ９ｏＥの言》、。』宝
（８）閂①（ａ・〉、。」一一
（９）閂。（ａ・〉、。］『」
終
わ
り
に
九八
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帯
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
ト
マ
シ
ュ
フ
・
マ
ゾ
ヴ
ィ
エ
ッ
キ
の
領
主
と
都
市
建
設
を
中
心
に
、
貴
族
に
よ
る
工
業
化
の
試
み
を
検
討
し
た
。
Ｉ
で
は
、
ト
マ
シ
ュ
フ
が
位
置
し
た
ウ
ッ
チ
エ
業
地
帯
に
お
け
る
、
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
の
、
私
領
都
市
と
工
業
化
の
状
況
を
概
観
し
た
。
そ
こ
で
は
大
司
教
所
有
都
市
の
ウ
ォ
ヴ
ィ
チ
と
ス
キ
ェ
ル
ー
ー
ェ
ヴ
ィ
ッ
ェ
に
お
け
る
繊
維
工
業
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
を
例
と
し
て
み
た
。
ク
ー
ラ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
は
次
の
よ
う
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
。
一
、
大
封
建
領
主
に
属
し
、
領
地
に
依
存
し
、
所
領
収
入
拡
大
を
期
待
さ
れ
た
。
労
働
者
へ
の
賃
金
は
地
代
に
な
っ
て
領
主
の
懐
に
戻
る
。
二
、
農
村
の
強
制
労
働
に
依
存
す
る
。
三
、
製
品
は
封
建
領
主
や
警
察
、
軍
隊
に
買
い
取
ら
れ
る
。
四
、
資
本
の
調
達
方
法
に
株
式
資
本
な
ど
資
本
主
義
的
な
性
格
が
見
ら
れ
る
。
五
、
技
術
者
、
手
工
業
者
は
国
外
や
旧
ポ
１
ラ
（１）
ンド領域から招く。
Ⅱ
以
下
の
章
で
は
、
ウ
ッ
チ
エ
業
地
域
の
一
私
領
都
市
ト
マ
シ
ュ
フ・マゾヴィエッキを例に、その建設過程の実態を見た。
そ
の
特
徴
を
考
え
て
み
る
と
、
右
記
の
ク
ー
ラ
の
挙
げ
た
五
つ
の
性
格
の
う
ち
、
程
度
の
差
は
あ
れ
、
一
、
二
、
五
が
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
三
点
は
、
所
領
と
工
場
（
私
領
都
市
）
経
営
と
の
結
び
つ
き
や
労
働
力
の
性
格
に
つ
い
て
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
お
い
て
一
八
’八世紀末～一九世紀初頭ポーランド人大貴族による都市建設と工業化（山田） 世紀
末
の
大
司
教
領
の
工
場
と
一
八
二
○
年
代
の
ト
マ
シ
ュ
フ
と
の
共
通
性
が
見
ら
れ
た
。
他
方
、
三
の
市
場
に
つ
い
て
は
状
況
は
異
な
る
。
’
八
世
紀
末
に
は
狭
い
国
内
市
場
が
中
心
だ
っ
た
が
、
一
八
二
○年代には、ロシア政府とポーランド王国政府の保護政策
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
東
方
市
場
が
重
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
四
の
資
本
に
つ
い
て
は
、
ト
マ
シ
ュ
フ
の
場
合
は
、
工
場
で
は
な
く
都
市
建
設
を
見
た
の
で
、
こ
こ
で
は
比
較
の
対
象
に
は
し
な
い
。
し
か
し
領
主
が
様
々
な
資
本
調
達
方
法
を
考
え
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
た。一
九
世
紀
初
頭
の
大
貴
族
の
中
に
は
、
ア
ン
ト
ニ
・
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
の
よ
う
に
、
現
実
的
な
国
際
状
況
の
判
断
に
よ
っ
て
、
計
画
的
に
所
領
経
営
を
行
な
う
中
で
工
業
化
を
試
み
る
者
が
存
在
し
た
。
自
ら
の
理
想
に
基
づ
い
た
彼
の
行
動
は
、
時
と
し
て
政
府
の
工
業
振
興
政
策
と
ぶ
つ
か
る
ほ
ど
積
極
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
彼
の
入
植
者
誘
致
活
動
は
、
当
時
の
関
税
政
策
の
影
響
で
職
を
失
っ
た
プ
ロ
イ
セン領の職人を引き付けた。このような過程において、領
主
の
思
惑
と
は
無
関
係
に
、
集
落
は
都
市
権
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
を
獲
得
し
た
こ
と
で
工
業
都
市
が
誕
生
し
た
。
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
の
よ
う
な
大
貴
族
の
活
動
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
成
立
し
た
ば
か
り
の
弱
体
な
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
政
府
が
、
い
ち
早
く
的
確
な
工
業
振
興
政
策
を
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き
、
成
果
を
上
げ
得
た
と
い
九
九
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え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
一
方
で
、
ア
ン
ト
ニ
の
所
領
経
営
に
は
、
賦
役
労
働
や
プ
ロ
ピ
ナ
ー
ッ
ィ
ア
収
入
の
重
要
性
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
封
建
的
な
性
格
も
無
視
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
性
格
は
、
前
世
紀
か
ら
引
き
継
が
れ
た
大
貴
族
経
営
に
特
徴
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
一
九
世
紀
初
頭
の
企
業
家
的
大
貴
族
も
そ
こ
か
ら
自
由
で
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
に
み
る
大
貴
族
の
工
業
化
活
動
は
、
新
し
い
要
素
を
含
み
な
が
ら
も
、
時
代
に
制
約
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
特
に
、
都
市
権
付
与
が
領
主
権
を
制
限
し
た
こ
と
は
、
領
主
に
よ
る
都
市
建
設
が
、
も
は
や
前
時
代
の
よ
う
な
利
益
を
領
主
に
保
障
す
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
ア
ン
ト
ニ
・
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
を
、
一
九
世
紀
初
頭
の
工
業
生
産
躍
進
期
に
登
場
し
た
、
全
く
新
し
い
タ
イ
プ
の
貴
族
と
捉
え
る
よ
り
も
む
し
ろ
、
一
八
世
紀
後
半
の
大
貴
族
の
行
動
パ
タ
ー
ン
と
の
連
関
性
、
連
続
性
に
お
い
て
現
わ
れ
た
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
は
、
’
七
八
○
年
代
か
ら
「
企
業
家
グ
ル
ー
プ
」（２）
の存在を見よ》つとする、ポーーフンドにおける最近の研究に
も現われている。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
ト
マ
シ
ュ
フ
を
は
じ
め
と
し
た
ウ
ッ
チ
エ
業
地
帯
の
都
市
建
設
と
工
業
化
は
、
歴
史
的
に
突
出
し
た
特
殊
な
現
象
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
法
政
史
学
第
五
十
号
試
み
は
、
ウ
ッ
チ
エ
業
地
帯
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
他
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
地
域
で
も
み
ら
れ
た
。
例
え
ば
チ
ャ
ル
ト
ル
ィ
ス
キ
家
の
私
領
都
市
ス
タ
シ
ュ
フ
、
ブ
ラ
ニ
ッ
キ
家
所
有
の
ビ
ャ
ー
ウ
ィ
ス
（３）
ト
ッ
ク
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
両
市
と
も
一
八
世
紀
半
ば
に
繊
維
工
業
の
振
興
が
計
ら
れ
た
。
前
者
の
繊
維
工
業
生
産
は
一
九
世
紀
後
半
に
衰
退
に
む
か
っ
た
が
、
後
者
は
ビ
ャ
ー
ウ
ィ
ス
ト
ッ
ク
エ
業
地
帯
の
中心都市として発展した。
私
領
都
市
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
関
係
な
く
、
ロ
シ
ア
領
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
大
貴
族
の
工
業
化
活
動
は
、
繊
維
工
業
に
限
ら
ず
、
重
工
業
や
農
産
物
加
工
業
に
お
い
て
も
み
ら
れ
た
。
特
に
酒
造
業
、
製
糖
業
と
い
っ
た
農
産
物
加
工
業
に
お
い
て
は
、
貴
族
経
営
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
彼
ら
の
活
動
に
、
ド
イ
ツ
の
ユ
ン
カ
ー
と
の
類
似
性
を
見
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
大
貴
族
経
営
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
わ
が
国
で
は
主
に
ド
イ
ツ
（
プ
（４）
ロイセン）領ポーーフンド地域に関してみられるが、ロシア
領
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
プ
ロ
イ
セ
ン
領
と
の
違
い
は
、
私
領
都
市
の
存
在
（
ロ
シ
ア
領
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
に
存
在
）
に
特
徴
的
な
、
よ
り
強
大
な
領
主
権
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
も
含
む
、
ロ
シ
ア
領
に
編
入
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
地
域
に
お
け
る
大
貴
族
の
性
格
と
所
領
経
営
の
再
検
討
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
彼
ら
を
支
一
○
二
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え
た
ユ
ダ
ヤ
系
資
本
と
の
結
び
つ
き
が
重
要
に
な
ろ
う
。
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加
藤
房
男
『
ド
イ
ツ
世
襲
財
産
と
帝
国
主
義
ｌ
プ
ロ
イ
セ
ン
農
業
・
土
地
問
題
の
史
的
考
察
ｌ
』
勁
草
書
房
、
’
九
九
○
年
。
一八世紀末～一九世紀初頭ポーランド人大臓族による部巾建設と工業化（山田）
』や、・四ｍＩいつ
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